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説
経
・
古
浄
瑠
璃
を
題
材
と
し
た
絵
巻
・
絵
入
り
写
本
制
作
の
一
様
相

―
個
人
蔵
『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』（
さ
ん
せ
う
太
夫
）
を
例
に
―

総
合
研
究
大
学
院
大
学
　
文
化
科
学
研
究
科
　
日
本
文
学
研
究
専
攻
　
粂
　
　
汐
里

説
経
、
古
浄
瑠
璃
は
、
近
松
門
左
衛
門
以
前
の
、
日
本
の
中
世
末
期
、
近
世
初
期
に
盛
ん
で
あ
っ
た
語
り
物
文
芸
で
あ
る
。
従
来
の
文
学
史
、
芸
能
史
に
お
い
て
、
説
経
・

古
浄
瑠
璃
の
テ
キ
ス
ト
研
究
は
、
近
世
初
期
の
古
活
字
版
や
万
治
寛
文
以
降
の
半
紙
本
な
ど
、
版
本
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
説
経
・
古
浄
瑠
璃
は
、
絵
巻
、

絵
入
り
写
本
、
挿
絵
の
多
い
草
子
本
な
ど
の
か
た
ち
で
も
数
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
本
文
研
究
に
お
い
て
正
本
と
同
等
の
有
益
な
資
料
群
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
い

ま
は
現
存
し
な
い
正
本
の
復
元
な
ど
、
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
説
経
、
古
浄
瑠
璃
の
絵
巻
、
絵
入
り
写
本
を
め
ぐ
る
総
括
的
研
究
は
、
同
時
代

の
芸
能
―
能
、
狂
言
、
幸
若
舞
曲
―
に
比
し
、
い
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。
本
稿
で
は
、
説
経
、
古
浄
瑠
璃
の
絵
巻
、
絵
入
り
写
本
の
重
要
性
を
示
す
一
事
例
と
し
て
個
人

蔵
『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
徴
と
意
義
を
報
告
す
る
。

『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』
は
森
鴎
外
の
著
作
で
知
ら
れ
る
『
さ
ん
せ
う
太
夫
』
の
一
伝
本
で
、
未
紹
介
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
装
丁
に
着
目
す
る
と
、
初
期
説
経
正
本
と
同
じ
三
冊

本
形
態
で
あ
る
点
、
説
経
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
珍
し
い
列
帖
装
の
豪
華
絵
入
り
写
本
で
あ
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
本
文
も
ま
た
、
初
期
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
寛
永
末
年
頃
刊

行
の
天
下
一
説
経
与
七
郎
正
本
、
明
暦
二
（
一
六
五
六
）
年
刊
行
の
佐
渡
七
太
夫
正
本
と
同
時
代
の
、
古
態
を
と
ど
め
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
個
人
蔵
本
は
、
こ
れ
ら
同
時
代
の
テ
キ
ス
ト
に
は
な
い
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
ま
ず
挿
絵
を
み
る
と
、
豪
華
な
絵
入
り
写
本
と
い
う
形
態
に
ふ
さ
わ
し
く
祝
言
性
を

強
調
し
、
残
忍
な
描
写
を
回
避
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
説
経
や
古
浄
瑠
璃
を
題
材
と
し
た
絵
巻
・
絵
入
り
写
本
の
制
作
意
図
を
把
握
す
る
貴
重
な
例
で
あ
る
。
次
に
諸

本
を
比
較
し
て
み
る
と
、
個
人
蔵
本
に
は
、
従
来
知
ら
れ
て
き
た
与
七
郎
本
系
統
と
は
異
な
る
、
独
自
本
文
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
物
語
に
と
っ
て
重
要
な
場
面
で
あ
る
天
王
寺
が
、
個
人
蔵
本
で
は
北
野
天
満
宮
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
着
目
し
、
中
世
末
、
近
世
初
期
に
北
野
天
満
宮

の
境
内
が
芸
能
者
の
参
集
す
る
場
で
あ
っ
た
と
い
う
先
行
論
を
ふ
ま
え
つ
つ
、『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』
に
当
時
の
北
野
社
の
繁
栄
が
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
説
経　

古
浄
瑠
璃　

絵
巻　

絵
入
り
写
本　

奈
良
絵
本　

さ
ん
せ
う
太
夫

要
　
　
旨



粂　　説経・古浄瑠璃を題材とした絵巻・絵入り写本制作の一様相

20総研大文化科学研究 第11号（2015）

は
じ
め
に

説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
テ
キ
ス
ト
研
究
は
、
近
世
初
期
の
古
活
字
版
や
万
治
寛
文
以

降
の
半
紙
本
、
つ
ま
り
版
本
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。『
説
経
正
本
集
』
一
〜

三
（
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年
）、『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
一
〜
十
（
角
川
書
店
、

一
九
六
四
―
八
二
年
）
の
構
成
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
正
編
に
は
異
論
無
く
「
正
本
」

と
い
え
る
テ
キ
ス
ト
を
配
置
し
、
厳
密
に
は
正
本
と
い
え
な
い
テ
キ
ス
ト
―
絵
巻
、

絵
入
り
写
本
、
挿
絵
の
多
い
草
子
本
―
を
正
本
に
準
ず
る
も
の
、
ま
た
は
参
考
資
料

な
ど
と
称
し
て
附
録
篇
や
そ
の
解
題
篇
に
収
め
て
い
る
。

絵
巻
や
絵
入
り
写
本
の
中
に
は
、
本
文
が
説
経
や
古
浄
瑠
璃
に
近
い
、
あ
る
い
は
、

本
文
そ
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
位
置
づ
け
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
「
お
伽
草
子
」
と

扱
わ
れ
る
も
の
も
多
い
。『
浄
瑠
璃
御
前
物
語
』『
村
松
』『
堀
江
』『
田
村
』『
阿
弥

陀
の
本
地
』
な
ど
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
本
文
形
成
の
あ
り
よ
う
が
解
明

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
一
作
品
論
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
１
）。
他
方
、
能
、
狂
言
、

幸
若
舞
曲
な
ど
、
同
時
代
の
芸
能
史
研
究
で
は
、
絵
巻
や
絵
入
り
写
本
の
資
料
価
値

を
積
極
的
に
評
価
し
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
（
２
）。
こ
の
点
を
鑑
み
れ
ば
、
説
経
、

古
浄
瑠
璃
に
お
け
る
絵
巻
、
絵
入
り
写
本
に
関
す
る
総
括
的
な
研
究
は
、
い
ま
だ
不

十
分
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

筆
者
は
右
の
現
状
を
受
け
、
現
存
数
、
制
作
事
例
を
確
認
す
べ
く
説
経
・
古
浄
瑠

璃
の
作
品
ご
と
に
版
本
、
絵
巻
、
絵
入
り
写
本
の
テ
キ
ス
ト
を
整
理
分
類
し
た
リ
ス

ト
を
作
成
中
で
あ
る
。
そ
の
作
業
の
過
程
で
、
絵
巻
や
絵
入
り
写
本
が
本
文
研
究
に

と
っ
て
正
本
と
同
等
の
有
益
な
資
料
群
で
あ
り
、
い
ま
は
現
存
し
な
い
正
本
の
復
元

な
ど
、
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
全
体
像
に
つ
い
て

は
別
稿
で
報
告
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
絵
巻
・
絵
入
り
写
本
研
究
の
重
要
性
を

示
す
一
つ
の
事
例
と
し
て
『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

一
．
個
人
蔵
『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』
に
つ
い
て

個
人
蔵
『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』
は
、
説
経
の
代
表
的
作
品
『
さ
ん
せ
う
太
夫
』
の
一

伝
本
で
あ
る
。
現
在
個
人
の
所
蔵
で
原
本
調
査
は
困
難
だ
が
、
幸
い
に
も
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
が
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
は

そ
の
斯
道
文
庫
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
拠
っ
て
、
詳
細
を
報
告
し
て
い
き
た

い
（
３
）。
以
下
に
、
マ
イ
ク
ロ
巻
頭
に
記
載
さ
れ
た
書
誌
を
転
記
し
、《
補
足
》
に

画
面
か
ら
把
握
で
き
る
書
誌
情
報
を
併
記
し
て
お
く
。

し
ゆ
つ
せ
物
語
（
山
椒
太
夫
）

江
戸
前
期
写　

奈
良
絵
本
３
帖

紺
地
金
泥
草
花
模
様
表
紙
（
二
三
・
五
×
一
七
セ
ン
チ
）

見
返
し
金
銀
切
箔
散
し
白
紙
、
料
紙
鳥
の
子

綴
葉
装
両
面
書
、
字
高
サ
約
一
八
セ
ン
チ

（
上
）
十
七
丁　
　
（
中
）
十
八
丁　
　
（
下
）
十
六
丁

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
二
十
日
撮
影　

請
求
番
号
二
・
四
・
一
二
三

《
補
足
》
外
題
、
左
肩
貼
題
簽
に
「
し
ゆ
つ
せ
物
語
上
（
中
下
）」
と
墨
書
。
題

簽
料
紙
装
飾
に
芝
の
よ
う
な
植
物
を
描
く
。

本
文
、
十
行
。
行
数
、
十
九
〜
二
十
字
前
後
。
挿
絵
、
上
巻
五
図
、
中
巻
六
図
、

下
巻
三
図
。

は
じ
め
に

一
．
個
人
蔵
『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』
に
つ
い
て

二
．
挿
絵
に
つ
い
て
―
横
山
重
旧
蔵
「
出
世
物
語
」
と
の
関
係

三
．
諸
本
に
お
け
る
位
置

四
．
北
野
天
満
宮
と
の
関
わ
り

お
わ
り
に
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留
意
す
べ
き
点
は
主
に
二
つ
あ
る
。
一
つ
め
は
個
人
蔵
本
が
三
冊
形
態
で
あ
る
点

で
あ
る
。
上
中
下
巻
、
三
冊
の
形
態
は
初
期
説
経
正
本
の
特
徴
と
い
う
の
が
定
説
だ

が
（
４
）、
こ
の
形
態
を
備
え
る
も
の
と
し
て
は
、
端
本
も
含
め
て
次
の
五
点
が
挙
げ

ら
れ
る
（
５
）。

・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
「
さ
ん
せ
う
太
夫
」
上
中
下
三
冊　

中
本　

天

下
一
説
経
与
七
郎
正
本　

寛
永
末
年
頃
刊

・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
「
せ
つ
き
や
う
か
る
か
や
」
上
中
下
三
冊　

中

本　

寛
永
八
年
刊

・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
「
せ
つ
き
や
う
し
ん
と
く
丸
」
上
中
下
三
冊　

中

本　

佐
渡
七
太
夫
正
本　

正
保
五
年
刊

・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
「
せ
つ
き
や
う
さ
ん
せ
う
太
夫
」
上
中
下
三
冊

　

中
本　

佐
渡
七
太
夫
正
本　

明
暦
二
年
刊

・
信
田
純
一
氏
「
せ
つ
き
や
う
を
く
り
」
中
巻
の
一
部
零
葉
二
枚
半　

半
紙
本

ま
た
厳
密
に
は
正
本
と
い
え
な
い
が
、
絵
入
り
写
本
や
、
挿
絵
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛

り
込
ん
だ
草
子
の
か
た
ち
で
も
、
三
冊
本
は
次
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

・
神
宮
文
庫
「〔
を
く
り
〕」
下
巻
の
み
（
上
中
巻
欠
）　

半
紙
本　

古
活
字
版

・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
「
お
く
り
」
上
中
下
三
冊　

横
型
絵
入
り
写
本

・
赤
木
文
庫
旧
蔵
「
お
ぐ
り
物
語
」
中
下
巻
（
上
巻
欠
）
寛
文
期
刊　

大
本

※
国
立
国
会
図
書
館
に
同
版
あ
り
（
下
巻
の
み
）

・
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
赤
木
文
庫
「
さ
ん
せ
う
太
夫
物
語
」
中
下
巻　

寛
文

期
刊　

大
本

※
上
巻
、
阪
口
弘
之
氏
蔵

こ
れ
ら
三
冊
本
は
、『
説
経
正
本
集
』、
東
洋
文
庫
『
説
経
集
』、
新
潮
日
本
古
典

集
成
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
底
本
に
使
用
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
が
、
そ

の
理
由
と
し
て
、
右
の
伝
本
が
い
ず
れ
も
初
期
の
説
経
独
特
の
文
体
上
の
特
徴
を
備

え
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
荒
木
繁
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
備
え
る
本
文

を
明
暦
以
前
の
語
り
と
し
、
特
に
そ
れ
ら
を
「
古
説
経
」
と
称
し
て
区
別
し
た
（
６
）。

荒
木
氏
の
い
う
初
期
説
経
の
文
体
上
の
特
徴
と
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

・
卑
俗
な
口
語
的
言
い
ま
わ
し

・
敬
語
の
過
剰
な
ま
で
の
使
用

・「
旅
装
束
を
な
さ
れ
て
に4

」
と
い
う
よ
う
に
「
に
」
と
い
う
間
投
詞
を
入
れ

る
独
特
の
語
法

・
道
行
の
「
先
を
い
づ
く
と
お
問
ひ
あ
る
」
と
い
う
挿
入
句

・
本
地
語
り
の
序

以
上
の
特
徴
は
明
暦
を
過
ぎ
る
と
衰
退
し
、
体
裁
も
本
文
を
六
段
に
分
け
た
説
経

浄
瑠
璃
へ
と
っ
て
か
わ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
特
徴
全
て
が
『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』
に

当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
三
冊
本
で
あ
る
こ
と
自
体
、
初
期
説
経
本
の
形
態

と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
言
え
る
。

二
つ
め
は
、
装
丁
が
綴
葉
装
（
列
帖
装
）
で
あ
る
点
で
あ
る
。
絵
入
り
写
本
で
列

帖
装
と
い
え
ば
、
豪
華
な
嫁
入
り
本
で
あ
る
事
例
が
多
い
が
、
個
人
蔵
『
し
ゆ
つ
せ

物
語
』
も
ま
た
、
表
紙
や
料
紙
に
丁
寧
な
料
紙
装
飾
が
施
さ
れ
た
豪
華
本
で
あ
る
。

説
経
の
伝
本
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
豪
華
な
装
丁
を
備
え
る
も
の
は
少
な
い
。
よ
く

知
ら
れ
た
御
物
絵
巻
の
『
を
く
り
』
十
五
軸
や
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
の
絵
入
り
写

本
『
か
る
か
や
』
二
冊
（
元
一
冊
）、
先
の
横
型
絵
入
り
写
本
『
お
く
り
』
三
冊
な

ど
が
、
そ
う
で
あ
る
。
古
浄
瑠
璃
に
目
を
配
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
岩
佐
又
兵
衛
古
浄
瑠

璃
絵
巻
群
を
は
じ
め
、
学
習
院
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科
研
究
室
『
よ
し
う
じ
』
五

軸
や
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
図
書
館
『
と
も
な
が
』
二
軸
な
ど
、
大
部
な
形
で
残
る

事
例
が
多
い
。
確
認
の
限
り
、
説
経
や
古
浄
瑠
璃
を
題
材
と
し
た
絵
巻
・
絵
入
り
写
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本
は
、
本
文
が
古
態
を
留
め
て
い
る
場
合
が
多
く
、
そ
れ
ら
は
時
に
最
古
の
正
本
よ

り
長
い
詞
章
を
持
つ
。
増
補
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
成
立
の
前
後
関
係
を
解
明
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
正
本
が
上
梓
さ
れ
る
よ
り
も
先
に
、

絵
巻
や
絵
入
り
写
本
の
か
た
ち
で
読
み
物
と
し
て
流
布
し
た
例
も
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
個
人
蔵
『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』
も
ま
た
、
現
存
す
る

正
本
に
は
な
い
詞
章
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
詳
し
く
検
討
し

た
い
。

二
．
挿
絵
に
つ
い
て
―
横
山
重
旧
蔵
「
出
世
物
語
」
と
の
関
係

次
に
、
諸
本
間
に
お
け
る
個
人
蔵
本
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
初

期
の
「
さ
ん
せ
う
太
夫
」
伝
本
と
し
て
は
、
今
回
取
り
上
げ
る
『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』

も
含
め
て
、
次
の
五
本
が
知
ら
れ
て
い
る
（
以
下
、

枠
内
の
略
称
を
用
い
る
）。

版
本

①
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
「
さ
ん
せ
う
太
夫
」
上
中
下
三
冊
（
巻
頭
、
巻

末
な
ど
一
部
欠
）、
中
本
、
寛
永
末
年
頃
刊
、
天
下
一
説
経
与
七
郎
正
本　

与
七
郎
本　
《
説
経
正
本
集
一
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
》

②
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
「
さ
ん
せ
う
太
夫
」
上
中
下
三
冊
（
合
綴
）、

中
本
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
刊
、
さ
う
し
や
九
兵
衛
（
京
都
）、
佐
渡

七
太
夫
正
本　

明
暦
本　
《
説
経
正
本
集
一
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
》

③
阪
口
弘
之
氏
・
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
赤
木
文
庫
「
さ
ん
せ
う
太
夫
物
語
」

上
中
下
三
冊
（
上
巻
の
み
阪
口
氏
蔵
）、
大
本
、
寛
文
後
期
刊
、
鶴
屋
喜
右

衛
門
、
太
夫
未
詳　

草
子
本　
《
説
経
正
本
集
一
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
》

写
本

④
横
山
重
旧
蔵
「
出
世
物
語
」
縦
型
奈
良
絵
本　

現
在
所
在
不
明　

横
山
本

⑤
個
人
「
し
ゆ
つ
せ
物
語
」
上
中
下
三
帖
、
縦
型
半
紙
本　
　

上
中
下
三
冊　

個
人
蔵
本

従
来
の
諸
本
研
究
に
お
い
て
は
、
①
の
与
七
郎
本
が
現
存
最
古
の
正
本
と
さ
れ
て

い
る
が
、
巻
頭
巻
末
そ
の
他
に
欠
丁
や
破
損
が
あ
り
完
全
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
ら

の
欠
損
箇
所
を
、
与
七
郎
本
と
き
わ
め
て
近
い
本
文
関
係
に
あ
る
③
の
草
子
本
で
補

い
、
本
文
全
文
を
見
渡
す
こ
と
が
出
来
る
。
②
の
明
暦
本
は
①
の
与
七
郎
本
を
省
略

し
た
本
文
で
あ
る
が
、
そ
の
省
略
法
は
与
七
郎
本
文
を
そ
の
ま
ま
部
分
的
に
切
り
取

る
よ
う
な
方
法
で
あ
る
と
い
う
（
７
）。
以
上
が
初
期
の
重
要
な
伝
本
の
概
要
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
お
き
た
い
の
が
、
④
の
横
山
本
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、

か
つ
て
横
山
氏
が
「
説
経
正
本
に
準
ず
る
諸
本
」（『
中
世
文
学　

研
究
と
資
料
』
国

文
学
論
叢
第
二
輯
、
一
九
五
八
年
）
で
言
及
さ
れ
た
「
さ
ん
せ
う
太
夫
」
の
絵
入
り

写
本
の
こ
と
で
あ
る
。
長
い
が
重
要
な
記
述
を
含
む
た
め
、
以
下
に
該
当
箇
所
を
引

用
し
よ
う
。

そ
の
二
つ
は
、
当
時
、
わ
た
し
の
持
っ
て
ゐ
た
、
竪
形
の
奈
良
絵
本
の
「
出

世
物
語
」
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
安
田
文
庫
蔵
、
明
暦
二
年
六
月
刊
、
佐
渡
七

太
夫
正
本
「
せ
つ
き
や
う
さ
ん
せ
う
太
夫
」（
＝
明
暦
本
↓
引
用
者
注
、以
下
同
）

の
正
確
な
ウ
ツ
シ
で
あ
っ
た
。

明
暦
刊
の
七
太
夫
正
本
は
、
そ
れ
よ
り
先
行
の
、
寛
永
ご
ろ
刊
行
の
、
説
経

与
七
郎
の
正
本
「
さ
ん
せ
う
太
夫
」（
＝
与
七
郎
本
）
を
、
極
度
に
省
略
し
た
、

い
は
ば
筋
書
の
や
う
な
正
本
で
あ
る
。（
中
略
）　

明
暦
板
の
挿
絵
は
、
木
の
葉

で
、
姉
と
弟
の
水
盃
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
文
に
は
、
そ
の
事
が
な
い
。
し

か
も
、
奈
良
絵
本
の
「
出
世
物
語
」（
＝
横
山
本
）
は
、
本
文
は
、
明
暦
板
に

従
ひ
、
挿
絵
は
や
は
り
、
木
の
葉
を
以
て
、
水
盃
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
奈
良
絵
本
は
、
明
暦
板
に
依
っ
た
こ
と
明
白
で
あ
る
。（
中
略
）

厨
子
王
は
、
土
車
に
乗
っ
て
、
大
坂
の
天
王
寺
に
行
く
。（
中
略
）
只
、
こ

の
場
合
も
、
明
暦
の
七
太
夫
の
正
本
は
、
与
七
郎
の
正
本
に
従
っ
て
を
り
、
そ

の
挿
絵
も
、
上
に
「
天
王
寺
」
と
い
ふ
額
の
あ
る
鳥
居
の
下
に
、
ア
ジ
ヤ
リ
と

厨
子
王
が
立
っ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
奈
良
絵
本
の
「
出
世
物
語
」
も
、
細
部
に
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至
る
ま
で
、
明
暦
の
正
本
ど
ほ
り
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
寛
文
版
、
延
宝
版
、

正
徳
版
等
の
正
本
や
、
鴎
外
漁
史
の
「
山
椒
太
夫
」
な
ど
も
、
土
車
で
大
坂
の

天
王
寺
へ
行
く
と
い
ふ
筋
に
は
、
し
て
ゐ
な
い
。
朱
雀
の
権
現
堂
か
ら
、
す
ぐ

に
東
山
の
清
水
寺
へ
行
っ
て
泊
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。

そ
れ
は
と
に
か
く
、
奈
良
絵
本
「
出
世
物
語
」
は
、
明
暦
の
七
太
夫
の
正
本

を
ウ
ツ
シ
タ
も
の
で
あ
り
、
東
大
の
大
形
奈
良
絵
本
「
天
狗
の
だ
い
り
」
は
、

明
暦
の
山
田
板
の
ウ
ツ
シ
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
当
時
、
手
許
に
あ
っ

た
奈
良
絵
本
の
「
お
く
り
」
も
、
あ
る
ひ
は
、
古
い
正
本
を
そ
の
ま
ま
ウ
ツ
シ

タ
も
の
か
も
知
れ
ぬ
と
考
へ
て
、
結
局
、
正
本
に
附
載
し
た
。

横
山
氏
の
所
持
し
た
「
出
世
物
語
」
は
、
個
人
蔵
本
と
同
じ
縦
型
三
冊
の
絵
入
り

写
本
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
二
点
は
同
一
と
考
え
そ
う
に
な
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。

そ
の
根
拠
は
、
横
山
本
の
二
つ
の
特
徴
に
あ
る
。
一
つ
は
横
山
本
が
明
暦
本
の
忠
実

な
写
し
で
あ
っ
た
こ
と
。
い
ま
一
つ
は
明
暦
本
と
横
山
本
の
挿
絵
に
は
柏
の
葉
で
盃

を
交
わ
す
場
面
の
絵
が
あ
る
が
、
本
文
に
は
、
そ
れ
が
み
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
二
つ
の
特
徴
は
、
個
人
蔵
本
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
た
し
か
に
、
個
人
蔵
本
の

本
文
は
冒
頭
か
ら
末
尾
ま
で
、
基
本
的
に
明
暦
本
の
本
文
に
そ
っ
て
い
る
が
、
中
巻

に
入
る
と
、
与
七
郎
本
に
近
く
な
り
、
下
巻
の
天
王
寺
の
場
面
に
い
た
っ
て
は
、
与

七
郎
本
、明
暦
本
と
は
全
く
異
な
る
本
文
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
挿
絵
も
、場
面
選
択
、

描
写
な
ど
の
点
に
お
い
て
与
七
郎
本
、
明
暦
本
と
の
関
連
は
低
く
、
横
山
氏
の
強
調

す
る
明
暦
本
と
の
一
致
は
、
個
人
蔵
本
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。

右
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
こ
こ
で
挿
絵
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
よ
う
。
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
閲
覧
の
み
可
能
で
あ
り
、
複
写
や
掲
載
は
許
可
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
絵
の
説
明
の
み
の
限
ら
れ
た
考
察
に
な
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
個

人
蔵
本
を
基
に
与
七
郎
本
、
明
暦
本
、
横
山
本
の
挿
絵
を
比
較
し
た
も
の
が
、（
図
１
）

の
表
で
あ
る
。

与
七
郎
本
と
明
暦
本
の
挿
絵
の
関
係
に
注
目
す
る
と
、
明
暦
本
の
挿
絵
は
与
七
郎

本
の
欠
丁
部
（
―
）
を
除
い
て
、
必
ず
同
じ
構
図
の
絵
が
見
い
だ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、

与
七
郎
本
と
明
暦
本
の
兄
弟
関
係
は
、
本
文
に
限
ら
ず
、
挿
絵
に
も
適
応
で
き
る
。

ま
た
、
与
七
郎
本
と
明
暦
本
の
挿
絵
を
ひ
と
く
く
り
で
考
え
る
と
き
、
い
ず
れ
か
に

対
応
す
る
個
人
蔵
本
の
挿
絵
は
、全
十
四
図
中
、九
図
で
あ
る（（
１
）（
３
）（
５
）（
６
）

（
９
）（
10
）（
12
）（
13
）（
14
））。
し
か
し
、
同
じ
場
面
を
描
き
な
が
ら
、
確
実
に

影
響
関
係
に
あ
る
も
の
は
一
つ
も
な
い
。（
３
）（
５
）（
６
）（
14
）
は
同
じ
構
図
で

あ
る
の
で
与
七
郎
本
、
明
暦
本
、
ど
ち
ら
か
の
版
本
を
参
照
し
た
可
能
性
も
捨
て
き

れ
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
挿
絵
の
独
自
性
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
可
能
性
は
極
め
て

低
い
。
な
お
、
最
も
挿
絵
の
数
が
多
い
草
子
本
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
与
七
郎
本
、

明
暦
本
と
比
較
す
る
と
、
全
二
十
一
図
中
、
七
図
に
、
与
七
郎
本
な
い
し
は
明
暦
本

と
の
明
ら
か
な
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
右
で
確
認
し
て
き

た
与
七
郎
本
、
明
暦
本
、
草
子
本
の
系
統
に
対
し
、
個
人
蔵
本
は
孤
立
し
て
お
り
、

き
わ
め
て
独
自
の
挿
絵
を
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

個
人
蔵
本
の
挿
絵
は
、
い
わ
ゆ
る
奈
良
絵
本
と
よ
ば
れ
る
絵
入
り
写
本
の
描
き
方

で
あ
り
、
版
本
よ
り
も
屋
敷
内
の
景
観
の
方
が
多
く
描
か
れ
る
特
徴
が
あ
る
。
ま
た

独
自
の
挿
絵
の
う
ち
、
注
目
す
べ
き
は
（
９
）（
14
）
で
あ
ろ
う
。
★
で
注
記
し
た

よ
う
に
、
説
経
諸
本
の
代
表
的
な
拷
問
や
斬
首
な
ど
場
面
が
、
個
人
蔵
本
で
は
省
略

さ
れ
て
い
る
。（
14
）
の
場
合
は
省
略
で
は
な
く
、
単
純
に
描
か
な
か
っ
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、（
９
）
の
挿
絵
の
場
合
、
古
木
を
見
上
げ
る
二
人
の
男

が
描
か
れ
、
古
木
の
下
に
は
長
方
形
の
手
水
鉢
の
よ
う
な
も
の
、
そ
の
上
に
柄
杓
が

置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
肝
心
の
安
寿
が
不
在
な
の
で
あ
る
。
拷
問
の
道
具
で
あ

る
古
木
や
柄
杓
、
男
の
視
線
な
ど
を
用
い
て
、
拷
問
の
様
子
を
象
徴
的
に
表
そ
う
と

し
て
お
り
、
明
ら
か
に
残
忍
な
場
面
を
回
避
す
る
意
図
が
働
い
て
い
る
。

ま
た
「
柏
の
葉
で
盃
を
交
わ
す
」
場
面
の
絵
は
、
横
山
本
に
あ
っ
て
個
人
蔵
本
に

な
い
た
め
、
横
山
本
と
個
人
蔵
本
は
別
本
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
す
な
わ
ち
、

「
出
世
物
語
」
と
題
さ
れ
た
『
さ
ん
せ
う
太
夫
』
の
伝
本
が
複
数
流
布
し
て
い
た
状

況
を
意
味
し
て
い
る
。
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〔
図
１
〕

個
人
蔵
本

与
七
郎
本

明
暦
本

横
山
本

（
１
）
家
の
中
で
泣
き
沈
む
一
家
四
人
の
人
々

―

○

―

○
橋
で
山
岡
太
夫
に
会
う

（
２
）
山
岡
大
夫
の
宿
に
到
着
し
た
一
家
四
人

―

（
３
）
舟
で
売
ら
れ
て
ゆ
く
親
子
（
う
わ
た
き
不
在
）

○

○

（
４
）
酷
使
さ
れ
る
安
寿
と
づ
し
王

（
５
）
安
寿
と
づ
し
王
の
逃
亡
の
話
を
立
ち
聞
き
す
る
三
郎
」
上
巻

○

（
６
）
焼
金
を
あ
て
ら
れ
る
安
寿

○

○

（
７
）
朸
と
鎌
と
柄
杓
を
持
ち
山
道
を
歩
く
安
寿
と
づ
し
王

（
８
）
地
蔵
菩
薩
に
祈
願
す
る
安
寿
と
づ
し
王

○
柏
の
葉
で
盃
を
交
わ
す

○

○

（
９
）
古
木
釣
り
上
げ
の
拷
問
に
か
け
ら
れ
る
安
寿 

（
★
拷
問
を
受
け
る
安
寿
の
姿
、
な
し
）

○

（
10
）
護
摩
の
壇
に
向
か
い
経
尽
く
し
の
誓
文
を
唱
え
る
聖

○

○

（
11
）
鉦
鼓
で
神
お
ろ
し
の
誓
文
を
唱
え
る
聖
」
中
巻

○
皮
籠
を
下
ろ
す
三
郎
ら

（
12
）
づ
し
王
と
聖
の
別
れ

○

○

○
天
王
寺
で
大
師
に
会
う

○

（
13
）
梅
津
の
院
、
土
車
の
づ
し
王
を
見
る

○
梅
津
の
院
、
づ
し
王
に
対
面

○

（
14
）
づ
し
王
、
さ
ん
せ
う
太
夫
一
家
に
対
面
」
下
巻 

（
★
鋸
で
首
を
挽
か
れ
る
さ
ん
せ
う
太
夫
の
姿
、
な
し
）

―

○
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と
こ
ろ
で
、
外
題
の
「
出
世
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
古
辞
書
類
か
ら
参
考
に
値
す
る
記
事
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。『
角
川
古
語
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、一
九
八
二
―
一
九
九
九
年
）を
み
る
と「
出

世
」
の
項
に
は
七
つ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
本
地
語
り
の
序
や
、
づ
し
王

の
出
世
と
い
っ
た
物
語
の
内
容
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
次
の
三
つ
が
関
わ
っ
て
く
る
だ
ろ

う
。

①
世
に
現
れ
出
る
こ
と
。
生
じ
て
存
在
を
現
す
こ
と
。

③
仏
語
。
仏
菩
薩
が
衆
生
を
導
く
た
め
に
、
こ
の
世
に
出
現
す
る
こ
と
。

⑥
地
位
や
冨
を
得
て
、
世
に
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
ま
た
、
地
位

が
上
が
る
こ
と
。

③
の
場
合
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
『
釈
尊
出
世
本
懐
伝
記
』（
天
正

九
（
一
五
八
一
）
年
）
な
ど
、
お
伽
草
子
『
釈
迦
の
本
地
』
の
外
題
に
用
い
ら
れ
る

例
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
①
や
③
の
意
味
で
「
出
世
」
を
外
題
に
も
つ
仏
書
は
多
い
。

「
出
世
」
を
⑥
の
意
で
解
釈
し
、
外
題
と
す
る
例
と
し
て
は
、
や
は
り
近
松
門
左
衛

門
の
『
出
世
景
清
』
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
岩
崎
雅
彦
氏
に
よ
れ
ば
、こ
の
場
合
の
「
出

世
」
と
は
、景
清
が
説
話
や
伝
承
世
界
で
華
々
し
く
活
躍
す
る
と
い
う
意
に
加
え
、『
凱

旋
八
島
』
と
も
ど
も
「
出
世
」
や
「
凱
旋
」
を
冠
す
る
こ
と
で
、
興
行
の
成
功
を
祈

る
縁
起
担
ぎ
の
意
図
も
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
８
）。
個
人
蔵
本
の
場
合
、
本
文

や
絵
に
祝
言
性
を
表
す
意
識
が
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
①
③
よ
り
、
⑥
の
方
が
ふ
さ

わ
し
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、『
し
ゆ
つ
せ
（
出
世
）
物
語
』
と
す

る
背
景
に
、
縁
起
を
担
ぐ
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
諸
本

中
書
名
に
「
出
世
」
を
付
す
例
と
し
て
は
、享
保
年
間
に
上
梓
さ
れ
た
糸
井
文
庫
「
正

氏
出
世
始
」（
一
冊
、
六
段
本
）
も
あ
る
。
内
容
は
『
さ
ん
せ
う
太
夫
』
と
変
わ
ら

な
い
が
、
内
題
に
「
正
氏
出
世
始
」
と
あ
り
、
物
語
を
出
世
の
話
と
し
て
捉
え
る
一

面
が
う
か
が
え
る
。
だ
が
、
本
書
を
紹
介
し
た
鳥
居
フ
ミ
子
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に

「
正
氏
」
は
づ
し
王
の
父
の
名
で
あ
り
、
息
子
が
梅
津
の
院
に
見
出
さ
れ
て
出
世
し

た
結
末
を
考
え
る
な
ら
ば
、
父
の
名
を
外
題
に
か
か
げ
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
（
９
）。

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
例
や
、『
し
ゅ
つ
せ
（
出
世
）
物
語
』
が
複
数
存
在
し

た
こ
と
を
考
え
る
と
、『
さ
ん
せ
う
太
夫
』
を
祝
言
の
物
語
と
し
て
捉
え
る
文
化
状

況
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
よ
う
な
現
象
が
果
た
し
て
存
在
し
た
の
か
、

書
籍
目
録
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、『
さ
ん
せ
う
太
夫
』
が
『
し

ゆ
つ
せ
物
語
』
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
た
事
実
は
、
説
経
、
古
浄
瑠
璃
が
絵
巻
、
絵

入
り
写
本
化
さ
れ
る
工
程
を
知
る
手
が
か
り
と
な
り
え
よ
う
。

三
．
諸
本
に
お
け
る
位
置

次
に
、
個
人
蔵
本
の
本
文
系
統
を
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。
初
期
の
伝
本
で
あ
る
与

七
郎
本
、
明
暦
本
、
草
子
本
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
が
、
結
論
を
先
に
言
え
ば
、

個
人
蔵
本
は
与
七
郎
本
と
明
暦
本
の
中
間
的
本
文
を
も
っ
て
い
る
（
10
）。
し
た
が
っ

て
、
こ
こ
で
は
与
七
郎
本
、
明
暦
本
の
本
文
と
比
べ
な
が
ら
、
個
人
蔵
本
の
特
徴
に

つ
い
て
確
認
し
て
ゆ
き
た
い
。

ま
ず
は
冒
頭
と
末
尾
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
お
こ
う
（
11
）。

《
冒
頭
》

【
与
七
郎
本
】
欠
丁

【
明
暦
本
】
こ
と
は　

た
ゝ
い
ま
か
た
り
申
御
物
か
た
り
、
国
を
申
さ
は
、
た

ん
こ
の
国
、
か
な
や
き
ぢ
ざ
う
の
御
本
ぢ
を
、
あ
ら
〳
〵
と
き
た
て
ひ
ろ
め
申

に
、
こ
れ
も
一
た
ひ
は
人
げ
ん
に
て
お
は
し
ま
す
、

人
げ
ん
に
て
の
御
ほ
ん
ぢ
を
た
つ
ね
申
に
、
國
を
申
さ
は
、
あ
う
し
う
、
ひ
の

も
と
の
し
や
う
ぐ
ん
、
い
わ
き
の
は
ん
ぐ
わ
ん
、
ま
さ
う
ぢ
殿
に
て
、
し
よ
じ

の
あ
は
れ
を
と
ゝ
め
た
り
、

此
正
氏
殿
と
申
は
、
ぢ
や
う
の
こ
は
ひ
に
よ
つ
て
、
つ
く
し
あ
ん
ら
く
し
へ
な

か
さ
れ
給
ひ
、
う
き
思
ひ
を
召
さ
れ
て
お
は
し
ま
す
、
フ
シ　

あ
ら
い
た
は
し
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や
み
た
い
所
は
、

【
個
人
蔵
本
】
さ
る
あ
い
た
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ん
こ

の
国
、
か
な
や
き
ぢ
ざ
う
の
御
ほ
ん
ち
を
、
あ
ら
〳
〵
あ（
マ
マ
）ら
は
し
ひ
ろ
め
申
に
、

こ
れ
も
一
た
ひ
ハ
人
け
ん
に
て
お
ハ
し
ま
す
、

に
ん
け
ん
に
て
の
御
ほ
ん
ち
を
た
つ
ね
申
に
、
国
は
、
あ
ふ
し
う
、
ひ
の
も
と

の
し
や
う
く
ん
、
い
わ
き
の
は
ん
く
ハ
ん
、
ま
さ
う
ち
殿
に
て
、
し
よ
じ
の
あ

は
れ
を
と
ゝ
め
た
り
、

こ
の
ま
さ
う
ち
殿
と
申
は
、
大
あ
く
に
ん
た
る
に
よ
り
、
つ
く
し
あ
ん
ら
く
し

へ
な
か
さ
れ
給
ひ
、
う
き
お
も
ひ
を
め
さ
れ
て
お
は
し
ま
す
、
あ
ら
い
た
ハ
し

や
ミ
た
い
と
こ
ろ
ハ

冒
頭
の
与
七
郎
本
は
欠
丁
で
あ
る
。
明
暦
本
、
個
人
蔵
本
は
、
と
も
に
初
期
説
経

の
特
徴
で
あ
る
本
地
語
り
の
序
を
も
っ
て
お
り
、
異
同
箇
所
は
傍
線
で
示
し
た
程
度

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

次
に
末
尾
に
つ
い
て
は
、
明
暦
本
と
の
異
同
は
傍
線
部
の
み
で
、
内
容
的
な
違
い

は
な
い
。

《
末
尾
》

【
与
七
郎
本
】
欠
丁

【
明
暦
本
】
又
山
お
か
の
太
夫
か
女
ば
う
の
、
ほ
た
い
も
よ
き
に
を
と
い
有
て
、

そ
れ
よ
り
、お
う
し
う
へ
、に
う
ぶ
い
り
と
ぞ
き
こ
へ
け
る
、ひ
う
が
の
く
に
を
、

ち
ゝ
の
い
ん
き
よ
所
と
お
さ
た
め
有
て
、
み
ね
に
み
ね
、
門
に
か
と
を
た
て
な

ら
へ
て
、
ふ
つ
き
は
ん
ぶ
く
と
お
さ
か
へ
あ
る
も
、
な
に
ゆ
へ
な
れ
は
、
お
や

か
う
〳
〵
、
か
な
や
き
ぢ
さ
う
の
御
ほ
ん
ち
を
、
か
た
り
お
さ
む
る
、
す
ゑ
は

ん
じ
や
う
も
の
か
た
り

【
個
人
蔵
本
】
ま
た
山
を
か
の
た
ゆ
ふ
か
女
は
う
の
、
ほ
た
い
も
よ
き
に
と
ふ

ら
ひ
け
り
、
さ
て
そ
れ
よ
り
も
、
あ
ふ
し
う
さ
し
て
、
に
う
ぶ
い
り
し
給
ふ
と

そ
き
こ
え
け
る
、
さ
て
ま
た
、
ひ
う
が
の
く
に
を
、
ち
ゝ
の
い
ん
き
よ
ど
こ
ろ

と
さ
た
め
給
ひ
て
、
ミ
ね
に
ミ
ね
を
、
た
て
な
ら
へ
、
ふ
つ
き
ば
ん
ぶ
く
と
さ

か
へ
給
ふ
、
こ
れ
ハ
な
に
ゆ
へ
な
れ
は
、
お
や
か
う
〳
〵
の
ゆ
へ
な
り
と
、
か

の
ぢ
ぞ
う
の
御
ほ
ん
ぢ
を
、
上
下
は
ん
ミ
ん
を
し
な
へ
て
、
ミ
な
か
ん
せ
ぬ
も

の
と
て
な
か
り
け
り

こ
の
よ
う
に
、
個
人
蔵
本
は
上
巻
で
は
全
て
に
わ
た
り
、
明
暦
本
の
詞
章
と
重
な

り
展
開
す
る
。
下
巻
も
ま
た
、
個
人
蔵
本
の
一
部
に
細
か
い
異
同
が
あ
る
他
は
、
明

暦
本
の
本
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
中
巻
だ
け
は
、
与
七
郎
本
に
近
い
本
文
や

独
自
の
本
文
が
混
在
し
た
、
複
雑
な
本
文
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
中
巻
の
異
同
の
代

表
的
な
箇
所
を
、
物
語
の
展
開
に
随
い
Ａ
〜
Ｈ
の
順
に
あ
げ
た
。
本
文
比
較
の
便
を

考
慮
し
、
傍
線
部　
　

で
示
し
た
本
文
が
な
い
場
合
は
、
そ
の
位
置
に
▼
を
置
い
て
、

本
文
が
無
い
こ
と
を
、（
本
文
な
し
）
と
表
記
し
た
。

Ａ【
与
七
郎
本
】
つ
し
わ
う
殿
は
き
こ
し
め
し
、
あ
ね
ご
の
く
ち
に
て
を
あ
て
ゝ
、

な
ふ
な
ふ
い
か
に
あ
ね
こ
様
、
い
ま
た
う
た
い
の
よ
の
中
は
、
い
は
に
み
ゝ
、

か
べ
の
物
い
ふ
□
と
き
也
、
し
ぜ
ん
此
事
を
、
大
夫
一
も
ん
き
く
な
ら
ば
、
さ

て
身
は
何
と
成
べ
き
ぞ
、
を
ち
た
く
は
、
あ
ね
ご
は
か
り
お
ち
給
へ
、
さ
て
そ

れ
か
し
は
お
ち
ま
い
よ
の
、
あ
ね
こ
此
由
き
こ
し
め
し
、
み
つ
か
ら
、
お
て
う

は
や
す
け
れ
と
、
お
ん
な
に
う
ぢ
は
な
い
そ
や
れ
、
又
御
身
は
、
い
ゑ
に
つ
た

は
り
た
る
、
け
い
づ
の
ま
き
物
を
お
も
ち
あ
れ
ば
、
一
ど
は
よ
に
い
て
給
ふ
へ

し
、い
や
あ
ね
に
を
ち
よ
、お
と
ゝ
に
お
ち
よ
、を
ち
い
を
ち
じ
と
も
ん
ど
う
を
、

【
明
暦
本
】
▼
（
本
文
な
し
）

【
個
人
蔵
本
】
つ
し
王
殿
ハ
聞
し
め
し
、
な
ふ
い
か
に
あ
ね
こ
さ
ま
、
今
の
よ

と
申
ハ
、
か
べ
に
み
ゝ
、
い
ワ
の
も
の
い
ふ
よ
の
中
な
り
、
こ
の
こ
と
、
た
ゆ

ふ
へ
き
こ
え
な
は
、
お
も
ハ
ぬ
う
き
め
に
あ
ふ
へ
き
そ
や
、
お
ち
い
、
あ
ね
こ
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お
ち
給
へ
、
そ
れ
か
し
ハ
お
ち
ま
し
き
そ
、
い
や
さ
な
い
ふ
そ
、
つ
し
王
丸
、

ミ
つ
か
ら
、
お
ち
や
う
ハ
や
す
け
れ
と
も
、
わ
ら
ハ
ゝ
女
の
事
な
れ
ハ
、
お
ち

の
ひ
て
も
の
そ
ミ
な
し
、
お
こ
と
ハ
、
又
な
ん
し
と
い
ひ
、
こ
と
に
い
ゑ
の
、

け
い
ず
の
あ
れ
ハ
、
つ
ゐ
に
ハ
世
に
出
給
ふ
へ
し
、
あ
ね
か
い
ゝ
つ
し（
マ
マ
）
　

し
た

か
ひ
か
ね
て
、
お
つ
る
か
く
ご
を
せ
よ
、
い
や
た
ゝ
あ
ね
こ
お
ち
給
へ
、
い
や

お
と
ゝ
に
お
ち
よ
、と
て
た
か
ひ
に
あ
ら
そ
ひ
給
ふ
に
も
、な
ミ
た
の
ミ
そ
す
ゝ

ミ
け
る

Ｂ【
与
七
郎
本
】
い
つ
く
の
う
ら
は
に
あ
り
と
て
も
、　

太
夫
が
ふ
だ
い
け
に
ん
と

よ
び
つ
か
ふ
や
う
に
、
し
る
し
を
せ
よ
、
三
郎
い
か
に
と
の
御
ぢ
や
う
也
、
ツ

メ
し
や
け
ん
な
る
三
郎
か
、
何
か
な
し
る
し
に
せ
ん
と
い
ふ
ま
ゝ
に
、
天
し
や

う
よ
り
、
か
ら
こ
の
す
み
を
と
り
い
だ
し
、
お
ふ
に
わ
に
ず
つ
は
と
う
つ
し
、

し
こ
の
ま
る
ね
を
と
り
い
た
し
、
大
う
ち
わ
を
も
つ
て
あ
ふ
き
た
て
、
い
た
わ

し
や
ひ
め
君
の
、
た
け
と
ひ
と
せ
の
く
ろ
か
み
を
、
て
に
く
る
〳
〵
と
ひ
ん
ま

ひ
て
、
ひ
ざ
の
し
た
に
ぞ
か
い
か
う
だ
り
、

【
明
暦
本
】
い
つ
く
の
う
ら
は
に
有
と
て
も
、
太
夫
が
ふ
だ
い
下
人
の
し
る
し

を
せ
よ
、
三
郎
い
か
に
と
の
御
で
う
也
、
ツ
メ
し
や
け
ん
成
三
郎
が
、　

▼
（
本

文
な
し
）　

い
た
は
し
や
ひ
め
君
の
、
た
け
と
ひ
と
せ
の
く
ろ
か
み
を
、
て
に

く
る
〳
〵
ひ
ん
ま
い
て
、
ひ
ざ
の
し
た
に
ぞ
か
い
か
う
だ
り
、

【
個
人
蔵
本
】
そ
れ
〳
〵
い
つ
く
の
う
ら
に
あ
り
て
も
、ま
か
ひ
の
な
き
や
う
に
、

き
や
う
た
い
か
ひ
た
い
に
、
や
き
し
る
し
を
せ
よ
、
う
け
た
ま
ハ
る
と
て
、
三

郎
か
す
ミ
火
を
お
こ
し
、
あ
を
き
た
て
、
し
こ
の
や
の
ま
る
ね
を
く
べ
、
い
た

ハ
し
や
ひ
め
き
み
の
、
た
け
と
ひ
と
し
き
く
ろ
か
ミ
を
、
手
に
く
る
〳
〵
と
ひ

ん
め
ひ
て
、
ひ
さ
の
し
た
に
ひ
つ
ら
き
け
る
、

Ｃ【
与
七
郎
本
】（
三
郎
は
）
か
ね
ま
つ
か
い
に
や
き
た
て
、
十
も
ん
じ
に
ぞ
あ
て

に
け
る
、
つ
し
わ
う
丸
は
御
ら
ん
じ
て
、
を
と
な
し
や
か
に
は
お
は
し
け
れ
共
、

あ
ね
ご
の
や
き
が
ね
に
お
ど
ろ
い
て
、
ち
り
り
〳
〵
と
を
ち
ら
る
ゝ
、

【
明
暦
本
】（
三
郎
は
）
か
ね
ま
つ
か
い
に
や
き
た
て
、
十
も
ん
し
に
ぞ
あ
て
に

け
る
、
つ
し
王
丸
は
御
ら
ん
し
て
、
お
と
ろ
き
、
ち
り
〳
〵
と
お
ち
ら
る
ゝ
、

【
個
人
蔵
本
】（
三
郎
は
）
よ
し
や
の
ね
を
あ
か
く
や
き
た
て
、
い
た
ハ
し
や
あ

ね
ご
ぜ
ん
の
ひ
た
い
に
を
し
あ
て
、
十
も
ん
し
に
や
き
た
る
ハ
、
ミ
の
け
も
よ

だ
つ
は
か
り
な
り
、
い
た
ハ
し
や
つ
し
わ
う
殿
此
や
き
か
ね
に
も
お
そ
れ
た
ま

は
す
、
こ
は
な
さ
け
な
の
し
わ
さ
や
な
、
う
ら
め
し
の
三
郎
と
の
や
と
、
た
お

れ
ふ
し
て
そ
な
か
れ
け
る

Ｄ【
与
七
郎
本
】
二
つ
成
共
三
つ
成
と
も
、
み
つ
か
ら
に
お
あ
て
あ
つ
て
、
お
と
ゝ

は
ゆ
る
ひ
て
給
は
れ
の
、（
中
略
）
大
夫
此
由
御
ら
ん
じ
て
、
さ
て
も
な
ん
ち

ら
は
、
く
ち
ゆ
へ
に
あ
つ
い
め
を
し
て
よ
ひ
□
と
、
一
ど
に
と
つ
と
ぞ
お
わ
ら

い
あ
る
、
あ
の
や
う
な
る
、
く
ち
の
さ
か
な
い
物
と
も
は
、

【
明
暦
本
】
二
つ
成
共
三
つ
成
共
、
水
か
ら
に
お
あ
て
有
て
、
お
と
ゝ
を
ゆ
る

し
て
給
れ
の
、　

▼
（
本
文
な
し
）　

こ
と
は
三
郎
此
由
聞
よ
り
、
じ
り
ゝ
じ
つ

と
そ
あ
て
け
る
、
太
夫
□
の
由
御
ら
ん
じ
て
、
た
ゝ
ほ
し
こ
ろ
せ
と
申
さ
る
ゝ
、

【
個
人
蔵
本
】
ふ
た
つ
な
り
と
も
三
つ
な
り
と
も
、
ミ
つ
か
ら
に
あ
て
給
ひ
、

お
と
ゝ
を
ゆ
る
し
て
給
は
れ
と
、（
中
略
）
た
ゆ
ふ
か
見
て
、
や
あ
な
ん
ち
ハ
、

是
ゆ
へ
あ
つ
い
め
を
し
た
る
よ
な
、
あ
の
や
う
な
る
、
く
ち
の
こ
ハ
き
や
つ
は

ら
ハ
、

Ｅ【
与
七
郎
本
】
あ
ね
こ
此
由
き
こ
し
め
し
、
さ
ん
候
山
へ
な
ら
ば
山
へ
、
は
ま
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へ
な
ら
ば
は
ま
へ
、
ひ
と
つ
に
や
つ
て
た
ま
わ
れ
と
お
申
あ
る
、
大
夫
き
こ
し

め
し
、
あ
ふ
そ
れ
人
の
う
ち
に
は
、
わ
ら
い
く
さ
と
て
、
一
人
な
ふ
て
か
な
は

ぬ
物
よ
、
あ
ね
た
に
山
へ
ゆ
か
う
と
い
は
ゞ
、　

▼
（
本
文
な
し
）　

お
う
わ
ら

は
に
な
い
て
山
へ
や
れ
、
三
郎
い
か
に
と
の
御
ち
や
う
也
、
う
け
た
ま
は
つ
て

御
さ
あ
る
と
、
あ
ら
い
た
は
し
や
あ
ね
こ
様
の
、
た
け
と
ひ
と
せ
の
く
ろ
か
み

を
、
て
に
く
る
く
と
ひ
ん
ま
い
て
、
も
と
ゆ
い
き
わ
よ
り
ふ
つ
と
き
り
て
、

【
明
暦
本
】
あ
ね
こ
此
由
聞
召
、
さ
ん
候
山
へ
な
ら
は
山
へ
、
□
ま
へ
な
ら
は

は
ま
へ
、
ひ
と
つ
に
や
つ
て
給
れ
と
お
申
有　

▼
（
本
文
な
し
）　

い
た
は
し

や
あ
ね
の
、
た
け
と
一
せ
の
く
ろ
か
み
を
、
て
に
く
る
〳
〵
と
ひ
ん
ま
い
て
、

ふ
つ
と
切
、

【
個
人
蔵
本
】
あ
ね
こ
き
こ
し
め
し
て
、
な
ふ
山
へ
な
ら
は
山
へ
、
は
ま
な
ら

ハ
は
ま
へ
と
、
き
や
う
た
い
一
所
に
つ
か
ふ
て
た
ま
ハ
れ
、
あ
ふ
そ
れ
人
の
中

に
は
、
わ
ら
ひ
く
さ
と
い
ふ
て
、
一
人
ハ
な
ふ
て
か
な
は
ぬ
も
の
そ
、
あ
ね
た

に
山
へ
ゆ
か
ふ
と
い
は
ゝ
、
一
所
に
や
れ
、
さ
り
な
か
ら
大
夫
か
内
に
は
、
女

一
人
を
つ
か
ひ
か
ね
、
お
と
こ
の
わ
さ
を
さ
す
る
と
い
は
ゝ
た
に
、
き
こ
え
て

も
よ
る
ま
し
、
た
ゝ
か
ミ
を
き
り
、
大
わ
ら
ハ
に
な
し
て
山
へ
つ
か
へ
、
う
け

た
ま
は
る
と
て
三
郎
か
、
い
た
ハ
し
や
あ
ね
こ
せ
ん
の
、
た
け
と
ひ
と
し
き
く

ろ
か
ミ
を
、
て
に
く
る
〳
〵
と
ひ
ん
ま
ひ
て
、
も
と
ゆ
ひ
き
り
よ
り
ふ
つ
つ
と

き
り
、

Ｆ【
与
七
郎
本
】
そ
の
ぎ
な
ら
ば
、□
と
ま
こ
ひ
の
さ
か
つ
き
せ
ん
と
の
た
ま
へ
と
、

さ
け
も
さ
か
な
も
あ
□
ば
こ
そ
、
た
に
の
し
み
づ
を
、
さ
け
と
御
な
づ
け
、
か

し
わ
の
は
を
は
さ
か
つ
き
に
て
、
あ
ね
こ
の
一
つ
お
ま
い
り
あ
つ
て
、
つ
し
わ

う
ど
の
に
を
さ
し
あ
つ
て
、
け
ふ
は
は
た
の
ま
も
り
の
ぢ
ざ
う
ほ
さ
つ
も
、
御

身
に
ま
い
ら
す
る
、

【
明
暦
本
】
其
ぎ
に
て
有
な
ら
は
、
さ
か
つ
き
せ
ん
と
て
、
た
に
の
し
水
を
、

さ
か
つ
き
に
て
お
参
あ
り
、
け
ふ
は
は
た
の
ま
も
り
の
ぢ
ざ
う
も
、
御
み
に
ま

い
ら
す
る
、

【
個
人
蔵
本
】
い
ま
さ
ら
は
、
い
と
ま
こ
ひ
の
さ
か
つ
き
せ
ん
と
の
給
ひ
、
か

し
ハ
を
た
う
さ
の
さ
か
つ
き
と
さ
た
め
、
ゆ
き
を
わ
り
て
さ
け
と
な
つ
け
、
お

も
ふ
し
さ
い
の
あ
る
あ
い
た
、
お
と
と
の
ふ
て
さ
し
給
へ
、
と
も
か
く
も
と
て
、

つ
し
わ
う
殿
と
り
あ
け
て
さ
し
給
へ
は
、
あ
ね
こ
さ
か
つ
き
を
し
い
た
ゝ
き
け

る
、て
も
と
さ
せ
給
ひ
つ
ゝ
、わ
ら
ハ
あ
ね
な
れ
と
も
、あ
り
か
ひ
な
し
、お
と
ゝ

ハ
お
と
こ
な
れ
と
も
、
な
ん
し
な
れ
ハ
、
や
か
て
家
を
お
さ
む
る
や
う
に
、
そ

の
さ
か
つ
き
を
も
お
さ
め
、
ま
た
、
此
ぢ
ざ
う
ほ
さ
つ
を
も
、
御
身
は
た
に
う

け
給
へ

Ｇ【
与
七
郎
本
】
た
ん
し
よ
う
は
か
へ
つ
て
、
み
れ
ん
の
さ
う
と
き
ひ
て
あ
り
、

を
ち
て
ゆ
き
て
の
そ
の
さ
き
で
、　

▼
（
本
文
な
し
）　

ざ
い
し
よ
か
あ
る
な
ら

は
、
ま
づ
て
ら
を
た
つ
ね
て
に
、
し
ゆ
つ
け
を
は
た
の
ま
ひ
よ
、
し
ゆ
つ
け
は

た
の
み
か
い
が
あ
る
と
き
く
、

【
明
暦
本
】
し
せ
ん
お
ち
て
有
け
る
共
、　

▼
（
本
文
な
し
）　

ま
つ
寺
を
た
つ

ね
て
、
し
ゆ
つ
け
を
は
た
の
ま
い
よ
、

【
個
人
蔵
本
】
た
ん
き
は
、
ミ
れ
ん
の
そ
う
と
い
ふ
そ
、
も
し
又
ミ
ち
に
て
ま

よ
ひ
た
り
と
も
、
あ
る
ひ
は
お
つ
て
の
か
ゝ
る
と
も
、
た
に
そ
ふ
て
こ
川
に
の

そ
め
、
か
な
ら
す
大
川
に
い
つ
へ
き
そ
、
大
河
に
出
ハ
ミ
な
と
か
あ
る
へ
し
、

さ
む
ら
い
身
を
ふ
か
く
た
の
め
よ
、
さ
い
し
よ
に
出
は
、
て
ら
を
た
つ
ね
て
、

出
家
に
あ
ふ
て
た
の
む
へ
し
、
侍
と
出
家
と
ハ
た
の
ミ
か
い
の
あ
る
と
こ
そ
き

けＨ【
与
七
郎
本
】
ツ
メ
じ
や
け
ん
な
る
三
郎
が
、
う
け
た
ま
は
り
侯
と
て
、
十
二
ご
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の
、
の
ば
り
は
し
に
か
ら
み
つ
け
て
、
ゆ
ぜ
め
み
づ
ぜ
め
に
て
と
ふ
、
そ
れ
に

も
さ
ら
に
を
ち
さ
れ
ば
、
み
つ
め
き
り
を
と
り
い
だ
し
、
ひ
ざ
の
□
ら
を
、
か

ら
り
〳
〵
と
も
う
で
と
ふ
、
い
ま
は
お
と
ゝ
を
、
お
と
い
た
と
申
そ
う
か
、
申

ま
い
と
は
お
も
へ
ど
も
、
物
を
は
い
わ
せ
□
□
ま
は
れ
の
、
コ
ト
ハ
た
ゆ
ふ
此

由
お
き
ゝ
あ
つ
て
、
物
を
い
わ
せ
う
た
め
で
こ
そ
あ
る
、
物
を
い
わ
ば
い
わ
せ

い
と
お
申
あ
る
、
フ
シ
い
ま
□
も
お
と
く
か
、
山
か
ら
も
と
り
た
物
な
ら
ば
、

あ
ね
は
お
と
ゝ
ゆ
へ
に
、
せ
め
こ
ろ
さ
れ
た
と
お
申
あ
つ
て
、
よ
き
に
御
め
を

か
け
て
、
お
つ
か
い
あ
つ
て
た
ま
は
れ
の
、
大
夫
此
由
き
く
よ
り
も
、
と
ふ
事

は
申
さ
い
で
、
と
は
す
か
た
り
を
す
る
女
め
を
、
物
も
い
わ
ぬ
は
ど
せ
め
て
と

へ
、
三
郎
い
か
に
と
の
御
ち
や
う
也
、
ツ
メ
し
や
け
ん
な
る
三
郎
か
、
て
ん
し

や
う
よ
り
も
、
か
ら
こ
の
す
み
を
と
り
い
だ
し
、
お
ふ
に
は
に
す
つ
ば
と
う
つ

し
、
大
う
ち
わ
を
も
つ
て
、
あ
ふ
き
た
て
ゝ
、
い
た
は
し
や
ひ
め
き
み
の
、
た

ぶ
さ
を
と
つ
て
、
あ
な
た
へ
ひ
い
て
は
あ
つ
く
ば
を
ち
よ
、
お
ち
よ
〳
〵
と
せ

め
け
れ
ば
、
せ
め
て
は
つ
よ
し
身
は
よ
わ
し
、
な
に
か
は
も
つ
て
た
ら
う
べ
き

と
、
正
月
十
六
日
ひ
ご
ろ
四
つ
の
お
は
り
と
申
に
は
、
十
六
さ
い
を
、
い
ち
ご

と
な
さ
れ
、
あ
ね
を
は
そ
こ
に
て
せ
め
こ
ろ
す

【
明
暦
本
】
ツ
メ
じ
や
け
ん
成
三
郎
が
、
水
せ
め
に
し
て
と
ふ
、
今
は
お
と
ゝ
を
、

お
と
い
た
と
申
そ
う
か
、
申
ま
い
と
は
思
へ
共
、
物
を
は
い
は
せ
て
給
れ
の
、

こ
と
は
太
夫
此
由
お
聞
有
て
、
物
を
い
は
せ
う
た
め
て
こ
そ
有
、
物
を
い
は
ば

い
は
せ
と
お
申
有
、
フ
シ
今
に
も
お
と
ゝ
か
山
か
ら
も
と
り
た
ら
、
あ
ね
は
お

と
ゝ
ゆ
へ
に
、
せ
め
こ
ろ
さ
れ
た
と
お
申
有
て
、
よ
き
に
御
め
を
か
け
て
お
つ

か
い
有
て
給
れ
の
、
太
夫
此
由
聞
よ
り
も
、
と
ふ
事
は
申
さ
い
で
、
と
は
ず
が

た
り
を
す
る
女
め
を
、
物
い
は
ぬ
ほ
と
せ
め
と
の
御
で
う
也
、
ツ
メ
し
や
け
ん

成
三
郎
か
、
そ
こ
に
て
せ
め
こ
ろ
す

【
個
人
蔵
本
】
う
け
た
ま
ハ
る
と
て
す
い
く
わ
の
せ
め
を
そ
あ
て
に
け
る
、
こ

れ
に
も
さ
ら
に
お
ち
さ
れ
ハ
、
こ
ぼ
く
の
う
へ
に
つ
り
あ
ぐ
る
、
あ
ぐ
る
と
き

に
は
い
き
た
ゆ
る
、
お
ろ
せ
は
す
こ
し
よ
ミ
が
へ
る
、
あ
ら
く
る
し
や
、
い
ま

は
は
や
お
と
ゝ
か
ゆ
く
ゑ
申
へ
し
、
物
の
ふ
き
い
で
、
な
ハ
を
し
つ
め
て
い
た

り
し
か
、
あ
ん
じ
ゆ
こ
の
よ
し
き
こ
し
め
し
、
い
か
に
や
大
夫
三
郎
殿
、
今
に

も
お
と
ゝ
が
山
か
ら
か
へ
り
て
候
ハ
ゝ
、
あ
ね
ハ
お
と
ゝ
ゆ
へ
、
せ
め
こ
ろ
さ

れ
た
と
御
申
有
て
、
御
め
を
か
け
て
給
は
れ
と
い
ふ
、
た
ゆ
ふ
き
い
て
、
と
は

す
か
た
り
を
す
る
を
ん
な
め
を
、
な
を
も
せ
め
て
と
へ
と
い
ふ
、
う
け
た
ま
は

る
と
申
て
、あ
ら
け
な
ふ
こ
そ
し
た
り
け
る
、い
た
ハ
し
や
、あ
ん
じ
ゆ
の
ひ
め
、

お
ち
は
や
な
と
ゝ
お
も
は
れ
し
か
、
お
ち
て
か
い
な
の
、
わ
か
い
の
ち
、
し
な

は
や
と
お
ほ
し
め
し
、
お
し
ま
る
へ
い
は
と
し
の
ほ
と
、
十
六
さ
い
を
、　

一

ご
と
し
、
二
月
十
六
に
ち
の
、
よ
つ
の
を
は
り
と
申
す
に
、
し
た
を
ふ
つ
つ
と

く
ひ
き
り
、
つ
ゐ
に
む
な
し
く
な
り
た
ま
ふ
そ
、
あ
は
れ
な
り
け
る
し
た
い
か

な
、

与
七
郎
本
と
近
い
表
現
を
有
す
る
箇
所
は
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｄ
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
例

え
ば
Ａ
は
、
さ
ん
せ
う
太
夫
の
酷
使
に
耐
え
か
ね
た
安
寿
が
、
づ
し
王
に
逃
亡
を
持

ち
か
け
る
場
面
で
あ
る
が
、
そ
の
際
の
づ
し
王
の
返
答
が
明
暦
本
に
な
い
の
に
対
し
、

与
七
郎
本
個
人
蔵
本
に
「
壁
に
耳
、
岩
に
物
言
う
」
と
、
共
通
す
る
諺
表
現
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
Ｂ
と
Ｄ
も
、
Ａ
同
様
、
明
暦
本
に
な
い
本
文
を
、
与
七
郎
本
に
見
出

す
こ
と
が
で
き
、
個
人
蔵
本
と
与
七
郎
本
の
近
さ
を
示
す
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
個
人
蔵
本
は
明
暦
本
と
同
じ
く
、
与
七
郎
本
か
ら
派

生
し
た
抄
出
本
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
個
人
蔵
本
に
は
与
七
郎
本
、
明
暦

本
に
は
な
い
、
独
自
本
文
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
内
容
に
関
わ
る

箇
所
の
み
、
Ｃ
、
Ｅ
、
Ｆ
、
Ｇ
、
Ｈ
に
あ
げ
、
独
自
本
文
の
部
分
に
点
線　
　

を
付

し
た
。
項
目
ご
と
に
要
点
を
確
認
し
て
ゆ
こ
う
。

Ｃ
は
額
に
焼
金
を
当
て
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。
与
七
郎
本
、
明
暦
本
で
は
、
づ
し

王
が
安
寿
に
当
て
ら
れ
る
様
を
み
て
恐
怖
に
驚
き
、「
ち
り
り
ち
り
り
と
を
ち
ら

る
ゝ
」
と
あ
る
が
、
個
人
蔵
本
の
点
線
部　
　

で
は
「
此
や
き
か
ね
に
も
お
そ
れ
た

ま
は
す
」
と
あ
り
、
三
郎
に
非
難
の
言
葉
を
差
し
向
け
る
姿
が
描
か
れ
る
。
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Ｅ
は
姉
と
弟
を
と
も
に
山
へ
や
っ
て
ほ
し
い
と
懇
願
す
る
安
寿
の
長
い
髪
を
三
郎

が
切
り
「
お
う
わ
ら
は
」
に
し
て
山
へ
追
い
立
て
る
場
面
で
あ
る
。
与
七
郎
本
、
明

暦
本
に
は
、
な
ぜ
「
お
う
わ
ら
は
」
に
し
た
の
か
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で

個
人
蔵
本
の
点
線
部　
　

を
み
る
と
、
女
に
男
の
仕
事
を
さ
せ
る
外
聞
の
悪
さ
を
隠

す
た
め
に
、
童
の
髪
型
に
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

Ｆ
は
、
姉
弟
が
別
れ
の
水
盃
を
酌
み
交
わ
す
場
面
で
あ
る
。
与
七
郎
本
で
は
、
酒

も
肴
も
な
い
た
め
に
谷
の
清
水
を
酒
、
柏
の
葉
を
盃
と
見
立
て
る
哀
れ
な
描
写
と

な
っ
て
い
る
が
、
明
暦
本
は
「
谷
の
清
水
を
、
盃
に
て
お
参
り
あ
り
」
と
、
か
な
り

省
略
さ
れ
、
場
面
本
来
の
意
味
を
失
っ
て
い
る
。
一
方
で
個
人
蔵
本
を
み
る
と
、
谷

の
清
水
で
は
な
く
、
雪
を
割
っ
て
酒
と
し
た
、
と
あ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
点
線
部

　
　

に
、
水
盃
を
交
わ
す
安
寿
が
や
が
て
家
を
治
め
る
こ
と
と
掛
け
て
、
づ
し
王
の

方
か
ら
盃
を
お
さ
め
る
よ
う
促
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
続
く
本
文
で
は
、
姉
が
母

親
か
ら
ゆ
ず
り
う
け
た
地
蔵
菩
薩
を
弟
に
託
し
、
づ
し
王
の
出
世
を
願
う
。
願
い
の

通
り
、
物
語
の
最
後
で
は
地
蔵
菩
薩
と
と
も
に
家
の
証
明
で
あ
る
「
玉
造
の
系
図
の

巻
物
」
を
帝
の
面
前
で
読
み
上
げ
、
大
団
円
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
る
。
個
人
蔵
本

の
盃
の
叙
述
は
、
こ
の
後
の
家
の
再
興
や
づ
し
王
の
出
世
へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
た
め

の
伏
線
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
物
語
を
主
人
公
の
出
世
と
い
う

テ
ー
マ
で
一
貫
さ
せ
る
こ
と
は
、
説
経
『
さ
ん
せ
う
太
夫
』
を
祝
言
性
の
強
い
作
品

に
作
り
替
え
る
た
め
に
、
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
（
12
）。
先
ほ
ど
、
個
人
蔵
本

の
拷
問
場
面
の
挿
絵
（
９
）
を
例
に
あ
げ
、
説
経
や
古
浄
瑠
璃
の
絵
巻
、
絵
入
り
写

本
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、
作
品
本
来
の
あ
り
方
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
こ
の
盃
の
文
脈
が
も
し
個
人
蔵
本
に
特
有
の
表
現
で
あ
れ

ば
、
本
文
に
も
、
そ
の
よ
う
な
改
編
の
意
識
が
働
い
て
い
た
例
と
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
面
の
挿
絵
を
み
る
と
、
与
七
郎
本
、
明
暦
本
と
も
に
柏
の
葉

の
盃
を
押
し
出
す
安
寿
と
、
そ
れ
を
受
け
る
づ
し
王
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
２
・

３
）。
こ
れ
が
、
前
述
し
た
横
山
本
と
個
人
蔵
本
が
別
本
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
な

る
挿
絵
で
あ
る
。

〔
図
２
〕

与
七
郎
本
、挿
絵（『
説
経
正
本
集
』一
よ
り
転
載
）

〔
図
３
〕

明
暦
本
、
挿
絵
（『
説
経
正
本
集
』
一
よ
り
転
載
）
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明
暦
本
に
は
、
柏
の
葉
を
盃
に
し
た
本
文
が
省
略
さ
れ
て
い
る
た
め
、
与
七
郎
本

の
本
文
を
読
ん
で
は
じ
め
て
、
こ
の
し
ぐ
さ
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
個

人
蔵
本
に
は
、
こ
の
場
面
の
挿
絵
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
与
七
郎
本
、
明
暦
本
、
個

人
蔵
本
の
本
文
と
絵
の
関
係
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

【
与
七
郎
本
】（
本
文
）
谷
の
清
水
の
酒
を
、
柏
の
葉
を
盃
で
組
み
交
わ
す

（
挿
絵
）
柏
の
葉
の
盃

【
明
暦
本
】 

（
本
文
）
谷
の
清
水
を
、
盃
で
組
み
交
わ
す

（
挿
絵
）
柏
の
葉
の
盃　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
横
山
本
）

【
個
人
蔵
本
】（
本
文
）
雪
を
割
っ
た
酒
を
、
柏
の
葉
を
盃
で
組
み
交
わ
す

（
挿
絵
）
×

こ
こ
で
先
の
横
山
本
と
個
人
蔵
本
の
違
い
に
つ
い
て
も
う
一
度
確
認
し
て
お
こ

う
。
横
山
重
氏
に
よ
れ
ば
、
横
山
本
は
明
暦
本
と
、
本
文
、
挿
絵
が
同
系
統
で
あ
っ

た
と
い
う
。
も
し
個
人
蔵
本
が
こ
の
横
山
本
と
同
一
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
文
、
挿
絵

が
明
暦
本
と
同
じ
関
係
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
人
蔵
本
に
は
水
盃
の
絵

が
な
い
ば
か
り
か
、
本
文
に
も
異
同
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
挿
絵
だ
け
で
は
な
く

本
文
か
ら
も
横
山
本
と
個
人
蔵
本
は
全
く
の
別
本
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
の
で
あ

る
。続

い
て
、
Ｇ
は
一
人
落
ち
延
び
る
づ
し
王
に
、
安
寿
が
こ
れ
か
ら
な
す
べ
き
こ
と

を
言
い
つ
け
、送
り
出
す
場
面
で
あ
る
。
そ
の
言
い
つ
け
は
与
七
郎
本
、明
暦
本
で
は
、

短
気
の
禁
止
と
出
家
を
頼
む
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
個
人
蔵
本
に
は
小
河
を
た
ど
っ
て

大
河
に
、
や
が
て
都
に
た
ど
り
つ
く
よ
う
に
言
い
渡
す
本
文
が
み
え
る
。

Ｈ
は
、
弟
を
逃
が
し
た
安
寿
が
拷
問
に
よ
っ
て
絶
命
す
る
代
表
的
な
場
面
で
あ
る
。

諸
本
中
、
内
容
を
完
備
す
る
も
の
は
与
七
郎
本
で
、（
図
２
）
の
下
段
の
絵
に
も
あ

る
よ
う
に
、
の
ぼ
り
梯
子
に
絡
み
つ
け
て
の
湯
責
め
水
責
め
、
三
ツ
目
錐
の
責
め
、

火
あ
ぶ
り
の
拷
問
が
並
べ
立
て
ら
れ
る
。
明
暦
本
は
こ
れ
ら
を
ほ
と
ん
ど
省
略
し
、

湯
責
め
水
責
め
に
の
み
言
及
す
る
。
個
人
蔵
本
は
こ
れ
ら
と
異
な
り
、
古
木
に
縄
で

つ
り
上
げ
て
上
下
に
ゆ
さ
ぶ
る
拷
問
で
あ
る
。
同
じ
趣
向
は
、
舞
曲
『
信
田
』
や
古

浄
瑠
璃
『
義
氏
』
に
み
え
る
。『
義
氏
』（
慶
安
四
（
一
六
五
一
）
年
写
）
の
本
文
を

み
て
み
た
い
。

（
千
太
夫
は
）
七
度
八
度
の
と
ひ
し
や
う
を
か
け
、
責
お
と
さ
せ
た
ま
へ
や
、

国
司
様
と
そ
申
け
る
、
国
司
此
由
聞
召
、（
中
略
）
彼
女
を
引
伏
、
千
筋
の
縄

を
懸
、
の
ほ
り
橋
に
く
ゝ
り
付
、
先
一
番
の
と
ひ
し
や
う
に
は
、
水
攻
に
し
て

そ
と
わ
れ
け
り
、（
中
略
）
第
二
番
の
と
ひ
し
や
う
に
は
、
へ
ひ
じ
六
具
、
樽

六
荷
に
湯
を
つ
ひ
て
、
湯
責
に
し
て
そ
と
わ
れ
け
る
（
中
略
）
第
三
番
の
と
ひ

し
や
う
に
は
、
や
が
ら
を
も
つ
て
、
四
十
四
の
骨
の
つ
か
ひ
を
、
き
り
く
と
も

ま
れ
た
り
（
中
略
）
第
四
番
の
と
ひ
ち
や
う
に
は
、
松
の
木
板
に
、
八
寸
釘
を

あ
き
間
も
な
き
ほ
と
打
ぬ
き
て
、
其
上
を
わ
た
れ
〳
〵
と
有
け
れ
ば
（
中
略
）

又
此
度
の
と
ひ
し
や
う
に
は
、
廣
庭
に
、
か
ら
こ
の
す
み
を
取
り
出
だ
し
、

大（
マ
マ
）團
に
て
あ
を
き
立
、
四
の
手
足
を
引
は
り
て
、
鳥
あ
ふ
り
に
そ
責
め
に
け
る

（
中
略
）
又
此
度
の
と
ひ
し
や
う
に
は
、
千
筋
む
す
ち
の
縄
を
懸
、
枯
れ
木

の（
マ
マ
）の

上
に
つ
り
上
る
、
あ
く
る
時
に
は
、
い
き
た
ゆ
る
、
お
ろ
せ
は
す
こ
し
よ

み
か
ゑ
る
、

（『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
二
）

一
番
か
ら
八
番
ま
で
の
最
後
に
、
枯
木
の
拷
問
が
み
え
る
。
こ
の
よ
う
な
拷
問
を

列
挙
す
る
語
り
は
「
七
十
余
度
の
拷
問
」「
七
十
五
度
の
問
状
」
と
称
さ
れ
、
語
り

物
の
定
型
表
現
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
（
13
）。
右
の
『
信
田
』『
義
氏
』
の
他
、『
牛

王
の
姫
』『
よ
ろ
ひ
が
へ
（
万
寿
の
ま
へ
）』『
て
ご
く
ま
物
語
』
な
ど
に
も
拷
問
を

列
挙
す
る
語
り
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
拷
問
は
一
つ
一
つ
が
独
立
し
、
別
の
作
品
で

も
同
じ
種
の
拷
問
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
一
作
品
内
で
順
序
の
入

れ
替
え
や
、
拷
問
の
数
の
増
減
、
そ
の
種
類
の
変
換
が
起
こ
り
や
す
い
箇
所
と
な
っ
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て
い
る
。
一
例
と
し
て
説
経
『
小
栗
判
官
』
の
、
う
つ
ぼ
舟
で
六
浦
に
漂
着
し
た
照

手
が
、
邪
険
な
姥
に
い
く
つ
も
の
拷
問
を
う
け
る
場
面
が
あ
る
。
諸
本
で
は
松
葉
で

燻
し
た
り
、
叩
い
た
り
す
る
が
、
唯
一
、
横
型
絵
入
り
写
本
『
お
く
り
』
三
冊
（
天

理
大
学
附
属
図
書
館
）
に
の
み
、
釘
で
刺
す
と
い
う
拷
問
が
み
ら
れ
る
（
14
）。
Ｈ
の

個
人
蔵
本
の
独
自
本
文
も
、
拷
問
語
り
の
入
れ
替
え
や
変
換
と
い
っ
た
特
性
に
よ
り
、

全
く
異
な
る
手
法
に
置
き
換
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
中
巻
に
お
け
る
諸
本
の
異
同
を
列
挙
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
を
一
度
、
諸

本
間
に
お
け
る
個
人
蔵
本
の
位
置
づ
け
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
整
理
し
て
み
よ
う
。
ま

ず
、
上
巻
で
明
暦
本
と
同
系
統
で
あ
っ
た
個
人
蔵
本
は
、
中
巻
に
入
る
と
、
Ａ
、
Ｂ
、

Ｄ
の
よ
う
に
与
七
郎
本
と
共
有
す
る
本
文
を
持
ち
始
め
る
。
し
か
し
、
個
人
蔵
本
独

自
の
本
文
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
箇
所
を
Ｃ
、
Ｅ
、
Ｆ
、
Ｇ
、
Ｈ
に
あ
げ
た
。
こ
れ

ら
は
従
来
の
テ
キ
ス
ト
に
な
く
、
物
語
の
別
の
見
方
を
提
示
す
る
非
常
に
貴
重
な
本

文
で
あ
る
。
同
時
に
、
諸
本
の
捉
え
方
に
も
課
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
先
ほ
ど
初

期
の
重
要
な
伝
本
と
し
て
あ
げ
た
明
暦
本
、
草
子
本
、
横
山
本
は
、
い
ず
れ
も
与
七

郎
本
の
影
響
下
に
成
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
個
人
蔵
本
の
出
現
に
よ
り
、
従

来
と
は
異
な
る
本
文
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
ら
が
、
同
時
代
の
別
の
語
り
物
と

つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
（
15
）。
こ
こ
で
は
中
巻

の
み
を
対
象
と
し
た
が
、
下
巻
の
天
王
寺
の
場
面
に
も
ま
た
、
個
人
蔵
本
独
自
の
表

現
が
確
認
で
き
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

四
．
北
野
天
満
宮
と
の
関
わ
り

中
巻
で
複
雑
な
様
相
を
み
せ
た
個
人
蔵
本
は
、
下
巻
に
入
る
と
、
再
び
明
暦
本
本

文
に
沿
う
よ
う
に
展
開
し
て
ゆ
く
。
だ
が
、
天
王
寺
の
場
面
に
入
る
と
、
個
人
蔵
本

は
与
七
郎
本
、
明
暦
本
と
全
く
異
な
る
本
文
を
展
開
す
る
。

ま
ず
、
こ
の
場
面
の
梗
概
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
さ
ん
せ
う
太
夫
の
元
か
ら
逃
げ

た
づ
し
王
は
、
国
分
寺
の
聖
に
背
負
わ
れ
て
都
七
条
朱
雀
権
現
堂
に
や
っ
て
来
る
。

す
る
と
、
足
腰
が
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
。
土
車
に
乗
せ
ら
れ
て
子
ど
も
等
に
天
王

寺
ま
で
運
ば
れ
、
袖
乞
い
を
し
て
暮
ら
す
。
天
王
寺
の
石
の
鳥
居
に
と
り
つ
く
と
足

腰
が
立
っ
た
の
で
、や
が
て
天
王
寺
の「
お
し
や
り
大
師
」の
も
と
で
奉
公
し
て
い
た
。

一
方
で
都
の
梅
津
の
院
は
、
子
を
求
め
て
清
水
寺
に
申
し
子
祈
願
を
す
る
。
夢
告
の

通
り
に
天
王
寺
へ
向
か
う
と
、「
お
し
や
り
大
師
」
に
仕
え
る
づ
し
王
に
目
が
と
ま
り
、

養
子
に
す
る
。

天
王
寺
は
、
づ
し
王
の
復
活
と
、
そ
の
後
の
出
世
に
つ
な
が
る
重
要
な
場
で
、
与

七
郎
本
、明
暦
本
の
挿
絵
に
も
、「
天
王
寺
」
と
額
を
う
っ
た
鳥
居
と
、づ
し
王
と
「
お

し
や
り
大
師
」
の
対
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
天
王
寺
を

め
ぐ
る
話
が
物
語
の
形
成
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
が
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き

た
。づ

し
王
を
乗
せ
た
土
車
の
道
程
と
、
梅
津
の
院
の
足
取
り
を
確
認
す
る
と
、
づ
し

王
が
都
の
七
条
朱
雀
権
現
堂
か
ら
天
王
寺
に
い
た
り
、
梅
津
の
院
に
見
い
だ
さ
れ
る

ま
で
に
、五
つ
の
地
名
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
い
ま
、そ
れ
ら
を
登
場
順
に
、（
ａ
）

〜
（
ｅ
）
で
明
記
し
た
。
ま
た
、（
ａ
）
〜
（
ｅ
）
の
地
名
を
比
較
で
き
る
よ
う
、（
図

４
）
で
表
に
し
た
。

【
与
七
郎
本
】
あ
ら
い
た
は
し
や
つ
し
わ
う
殿
は
、（
ａ
）
し
ゆ
し
や
か
ご
ん
げ

た
う
に
御
ざ
あ
る
が
、
し
ゆ
し
や
か
七
む
ら
の
わ
ら
ん
べ
と
も
は
あ
つ
ま
り
て
、

〔
図
４
〕

づ
し
王
と
梅
津
院
の
経
路

与
七
郎
本

明
暦
本

個
人
蔵
本

（
ａ
）
づ
し
王　

到
着
地
１

朱
雀
権
現
堂

朱
雀

朱
雀

（
ｂ
）
づ
し
王　

到
着
地
２

都
の
城
（
平
安
城
）

都

北
野

（
ｃ
）
づ
し
王　

到
着
地
３

天
王
寺

天
王
寺

×

（
ｄ
）
梅
津
院　

申
し
子
祈
願

清
水
寺

清
水
寺

北
野

（
ｅ
）
梅
津
院
と
づ
し
王
の
対
面

天
王
寺

天
王
寺

×
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い
さ
や
は
ご
く
み
申
さ
ん
と
、
一
日
二
日
は
は
ご
く
む
か
、
か
さ
ね
て
は
こ
く

む
物
も
な
け
れ
は
、
い
さ
や
つ
ち
く
る
ま
を
つ
く
つ
て
、
み
や
こ
の
し
や
う
へ
、

ひ
い
て
と
ら
せ
ん
と
て
、（
ｂ
）
み
や
こ
の
じ
や
う
へ
ぞ
ひ
い
た
り
け
る
、
都

は
ひ
ろ
い
と
申
せ
共
、
五
日
十
日
は
は
ご
く
む
か
、
か
さ
ね
て
は
こ
く
む
物
も

な
し
、
い
さ
や
こ
れ
よ
り
、
な
ん
ほ
く
天
わ
う
し
へ
、
ひ
い
て
と
ら
せ
ん
と
て
、

し
ゆ
く
を
く
り
む
ら
お
く
り
し
て
、（
ｃ
）
な
ん
ほ
く
天
わ
う
し
へ
ぞ
ひ
い
た

り
け
り
、
あ
ら
い
た
は
し
や
つ
し
わ
う
殿
は
、
い
し
の
と
り
井
に
と
り
つ
い
て
、

ゑ
い
や
つ
と
い
ふ
て
お
た
ち
あ
れ
は
、
御
だ
い
じ
の
御
は
か
ら
い
や
ら
、
又
つ

し
わ
う
殿
の
御
く
わ
ほ
う
や
ら
、
こ
し
が
た
ゝ
せ
た
ま
ひ
け
る
、（
▼
中
略
：

お
し
や
り
大
師
に
の
も
と
で
奉
公
す
る
）
花
の
み
や
こ
に
お
は
し
ま
す
、

三
十
六
人
の
し
ん
か
大
し
ん
の
御
な
か
に
、
む
め
ず
の
ゐ
ん
と
申
は
、
な
ん
し

に
も
に
よ
し
に
も
、
す
ゑ
の
よ
つ
き
が
御
さ
な
ふ
て
、（
ｄ
）
き
よ
水
の
く
わ

ん
を
ん
へ
ま
い
り
、
申
こ
め
さ
る
ゝ
が
、
き
よ
水
の
く
わ
ん
を
ん
は
、
な
い
し

ん
よ
り
も
ゆ
る
き
い
て
さ
せ
給
ひ
て
、
ま
く
ら
か
み
に
そ
た
ち
給
ふ
、
む
め
ず

の
ゐ
ん
の
や
う
し
は
、
こ
れ
よ
り
も
（
ｅ
）
な
ん
ぼ
く
天
わ
う
し
へ
、
お
ま
い

り
あ
れ
と
の
佛
ち
よ
く
也
、
あ
ら
あ
り
か
た
の
御
事
や
と
、
む
め
す
の
御
し
よ

に
、
御
け
か
う
あ
り
て
、
御
よ
ろ
こ
び
は
か
き
り
な
し

【
明
暦
本
】
あ
ら
い
た
は
し
や
つ
し
王
殿
、（
ａ
）
し
ゆ
し
や
か
に
御
ざ
有
か
、

し
ゆ
し
や
か
の
わ
ら
ん
べ
共
は
あ
つ
ま
り
、
い
さ
や
は
こ
く
み
申
さ
ん
と
、
一

日
二
日
は
は
こ
く
む
か
、
か
さ
ね
て
は
こ
く
む
物
も
な
け
れ
は
、
い
さ
や
車
を

つ
く
り
、（
ｂ
）
都
へ
引
と
ら
せ
ん
と
て
引
た
り
、
都
ひ
ろ
い
と
申
せ
共
、
は

ご
く
む
物
も
な
し
、
そ
れ
よ
り
（
ｃ
）
天
わ
う
し
へ
そ
引
た
り
け
る
か
、
太
子

の
御
は
か
ら
い
や
ら
、
こ
し
た
ゝ
せ
給
ひ
け
る
、（
▼
中
略
：
お
し
や
り
大
師

に
の
も
と
で
奉
公
す
る
）
花
の
都
に
お
は
し
ま
す
、
卅
六
人
の
し
ん
か
大
し
ん

の
御
中
に
、
む
め
ず
の
い
ん
と
申
は
、
な
ん
し
に
も
に
よ
し
に
も
、
す
ゑ
の
よ

つ
き
が
御
さ
な
ふ
て
、（
ｄ
）
き
よ
水
の
く
わ
ん
を
ん
へ
、
申
ご
を
召
る
ゝ
か
、

く
わ
ん
を
ん
は
、
内
ぢ
ん
よ
り
も
出
さ
せ
給
ひ
て
、
ま
く
ら
か
み
に
立
給
ふ
、

御
み
の
や
う
し
は
、
是
よ
り
も
、（
ｅ
）
な
ん
ほ
く
天
王
寺
へ
、
お
ま
い
り
あ

れ
と
の
佛
ち
よ
く
也
、
あ
ら
有
か
た
の
御
事
や
と
、
天
王
寺
参
と
聞
へ
け
る
、

【
個
人
蔵
本
】
あ
ら
い
た
ハ
し
や
、
つ
し
わ
う
殿
、
い
の
ち
の
お
や
の
ひ
し
り
、

た
ん
こ
の
く
に
へ
か
へ
り
給
ふ
、
ち
か
ら
な
く
し
て
、（
ａ
）
し
ゆ
し
や
か
に

お
は
し
け
る
か
、
わ
ら
ん
へ
と
も
あ
つ
ま
り
て
、
い
さ
や
は
こ
く
ミ
申
さ
ん
と

て
、
一
日
二
日
ハ
は
こ
く
ミ
給
へ
と
も
、
か
さ
ね
て
は
こ
く
む
物
も
な
け
れ
は
、

さ
と
人
か
く
る
ま
を
つ
く
り
、
ミ
や
こ
へ
引
て
、
と
ら
せ
ん
と
て
、（
ｂ
）
ミ

や
こ
き
た
の
へ
引
つ
け
け
る
、
さ
て
つ
し
わ
う
殿
、
そ
こ
に
て
ま
い
り
、
け
こ

う
の
は
な
か
ら
こ
ふ
て
、
露
の
い
の
ち
を
つ
ら
ね
て
そ
、
お
ハ
し
け
る
、
こ
こ

に
ま
た
、
ミ
や
こ
に
三
十
六
人
の
、
し
ん
か
大
し
ん
の
御
中
、
む
め
す
の
ゐ
ん

と
申
ハ
、
な
ん
し
に
て
も
に
よ
し
に
て
も
、
す
ゑ
の
よ
つ
き
の
あ
ら
さ
れ
ハ
、

（
ｄ
）
北
の
へ
し
や
さ
ん
な
さ
れ
つ
ゝ
、
申
こ
を
そ
な
さ
れ
け
る
、
ま
ん
ず
る

よ
の
御
つ
け
に
、（
ｅ
）
こ
れ
よ
り
け
こ
う
申
な
は
、つ
ち
く
る
ま
に
の
り
た
る
、

せ
う
し
ん
一
に
ん
あ
る
へ
き
そ
、
そ
れ
こ
そ
な
ん
ぢ
が
よ
つ
き
よ
、
と
あ
ら
た

な
る
御
じ
げ
ん
や
と
か
う
む
り
て
、
有
か
た
き
し
た
い
と
て
、（
ｅ
）
あ
た
り

を
御
ら
ん
す
れ
ハ
、
つ
ち
く
る
ま
に
の
り
た
る
、
こ
つ
じ
き
一
人
あ
り

ま
ず
づ
し
王
の
道
程
で
あ
る
（
ａ
）
〜
（
ｃ
）
の
列
を
み
る
と
、
与
七
郎
本
、
明

暦
本
は
、
と
も
に
朱
雀
権
現
堂
か
ら
天
王
寺
へ
む
か
う
。
ま
た
、
申
し
子
祈
願
を
す

る
場
所
は
与
七
郎
本
、
明
暦
本
と
も
に
清
水
寺
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
個
人
蔵
本

は
、
与
七
郎
本
、
明
暦
本
と
同
じ
く
、
朱
雀
を
出
発
す
る
も
の
の
、
そ
の
後
は
北
野

へ
と
流
れ
着
き
、
土
車
に
の
る
事
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
梅
津
院
の
（
ｄ
）（
ｅ
）
の
梅
津
の
院
の
申
し
子
祈
願
の
地
に
つ
い
て
、

与
七
郎
本
、
明
暦
本
は
、
清
水
寺
で
夢
告
を
受
け
て
天
王
寺
へ
向
か
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
個
人
蔵
本
は
、
ま
た
も
北
野
で
夢
告
を
う
け
て
い
る
。
個
人
蔵
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本
の
、天
王
寺
に
代
わ
る
お
告
げ
の
場
所
は「（
ｅ
）こ
れ
よ
り
け
こ
う
申
な
は
」「（
ｅ
）

あ
た
り
を
御
ら
ん
す
れ
ハ
」
の
よ
う
な
形
で
示
さ
れ
、
特
定
の
地
名
は
書
か
れ
て
い

な
い
。
つ
ま
り
個
人
蔵
本
は
、与
七
郎
本
、明
暦
本
の
天
王
寺
に
か
わ
っ
て
、北
野
（
北

野
社
）
を
、
こ
の
場
面
の
中
心
に
据
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
天
王
寺
が
北

野
社
に
な
る
こ
と
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
鳥
居
を
め
ぐ
る
奇
瑞
や
「
お
し
や
り
大

師
」
と
の
邂
逅
（
中
略
し
た
「
▼
お
し
や
り
大
師
へ
の
奉
公
」
の
箇
所
）
は
個
人
蔵

本
で
語
ら
れ
て
は
い
な
い
。

い
う
ま
で
も
無
く
、
北
野
社
頭
は
中
世
末
期
か
ら
近
世
期
を
通
じ
て
芸
能
者
の
一

大
興
行
地
で
あ
っ
た
。
特
に
、
参
詣
者
の
行
き
か
う
経
王
堂
の
傍
近
く
は
、
芸
能
興

行
の
禁
制
札
が
掲
げ
ら
れ
る
ほ
ど
、
芸
能
者
の
メ
ッ
カ
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
近
世

に
お
け
る
北
野
社
の
通
史
的
な
研
究
と
し
て
は
、
宗
政
五
十
緒
氏
に
よ
る
北
野
社
門

跡
の
目
代
宛
て
の
記
録
資
料
を
め
ぐ
る
報
告
が
著
名
で
あ
る
（
16
）。
特
に
近
世
初
期

に
つ
い
て
は
興
行
関
連
の
記
事
を
摘
出
し
、
歌
舞
伎
上
演
と
上
七
軒
な
ど
の
公
的
な

遊
楽
地
と
の
関
連
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
徳
田
和
夫
氏
は
や
や
遡
っ
た
室
町
末
期

の
北
野
社
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
的
を
絞
り
、
近
世
に
い
た
る
芸
能
の
動
態
、
特
に
清

水
寺
鉢
叩
き
や
説
経
説
き
に
つ
い
て
、
画
証
と
と
も
に
報
告
し
て
い
る
（
17
）。

さ
ら
に
徳
田
氏
は
、『
北
野
社
家
日
記
』
慶
長
四
（
一
五
九
九
）
年
正
月
二
十
四

日
条
「
甚
四
郎
を
セ
つ
き
や
う
と
き
頼
、
明
日
経
王
堂
の
わ
き
ニ
て
と
き
度
由
申
、

甚
四
郎
当
坊
へ
被
申
候
間
、
諸
く
わ
ん
ち
ん
禁
制
と
御
札
う
ち
申
候
間
、
中
々
同
心

不
申
候
也
、」
の
記
事
を
あ
げ
、
北
野
社
経
王
堂
周
辺
の
説
経
説
き
の
存
在
を
指
摘

し
た
。
こ
れ
は
説
経
説
き
が
文
献
に
現
れ
る
最
も
早
い
記
事
で
あ
る
。
周
辺
の
清
水

寺
や
四
条
河
原
な
ど
の
芸
能
興
行
地
よ
り
も
、
こ
こ
、
北
野
に
説
経
説
き
の
初
出
が

確
認
で
き
る
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
北
野
周
辺
の
状
況
は
、
物
語
に
も

反
映
さ
れ
て
い
る
。
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵「
お
ぐ
り
」絵
入
り
写
本
三
冊
は
、

古
い
説
経
の
本
文
を
と
ど
め
た
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
て
い
る
（
18
）。
そ
の
末
尾
に
、

い
ま
に
い
た
る
ま
て
、
た
め
し
す
く
な
き
事
な
り
と
て
、
を
く
り
殿
を
、
あ
い

せ
ん
み
や
う
わ
う
と
お
い
は
ひ
あ
る
、
て
る
て
の
ひ
め
を
は
、
む
す
ふ
の
か
み

と
お
い
は
ひ
あ
つ
て
、
み
や
こ
の
き
た
の
に
み
た
う
を
た
て
給
ふ
て
、
い
ま
の

世
に
い
た
る
ま
て
、
す
ゑ
は
ん
し
や
う
と
、
い
つ
き
か
し
つ
き
、
お
か
み
申
は

か
り
な
り

と
み
え
、小
栗
判
官
を
愛
染
堂
（
法
華
堂
の
通
称
）
に
、照
天
姫
を
結
神
と
し
て
祀
り
、

北
野
に
御
堂
を
建
て
た
と
本
地
を
結
ぶ
の
で
あ
る
。
諸
本
の
本
地
は
、
御
物
絵
巻
の

本
地
に
「
美
濃
国
安
八
郡
墨
俣
正
八
幡
」、
正
徳
年
間
の
豊
孝
正
本
に
「
常
陸
国
鳥

羽
田
」
と
あ
り
、
一
定
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
本
地
結
び
の
意
味
に
つ

い
て
、
徳
田
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（
19
）。

こ
の
三
種
の
本
地
の
差
異
は
、「
聴
く
人
の
興
味
に
適
応
」
し
た
結
果
か
ら
ば

か
り
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
説
経
説
き
の
意
識
的
な
語
り
の
技
術
か
ら
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
う
。
即
ち
、
語
る
際
の
時
空
間
の
状
況
と
関
係
し
、
社
寺
の
場
所

や
縁
日
等
で
、
説
経
説
き
が
巧
み
に
少
し
ず
つ
改
編
し
、
聴
聞
の
人
々
に
一
層

の
現
実
感
を
持
た
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
奈
良
絵
本
が
唯
一
、
御
物
絵

巻
本
の
本
地
趣
向
を
受
け
つ
ぎ
な
が
ら
も
、
最
終
的
に
は
唐
突
に
も
北
野
の
愛

染
堂
の
本
地
を
語
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
そ
う
し
た
作
用
が
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。

『
お
く
り
』
絵
入
り
写
本
三
冊
の
例
を
個
人
蔵
本
に
あ
て
は
め
る
な
ら
ば
、
天
王

寺
を
北
野
に
か
え
る
意
味
も
ま
た
、
理
解
で
き
よ
う
。
お
そ
ら
く
個
人
蔵
本
も
、
北

野
社
を
め
ぐ
る
芸
能
興
行
の
隆
盛
を
背
景
に
し
て
、
天
王
寺
で
は
な
く
「
北
野
」
を

こ
こ
に
登
場
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
徳
田
氏
は
、
初
期
説
経
の
本
文
に
散
見
さ
れ
る
「
こ
れ
は
―
―
の
御
も
の

か
た
り
、
さ
て
お
き
申
」、
と
い
う
語
り
は
じ
め
と
語
り
収
め
に
注
目
し
、
説
経
の

語
り
の
手
法
は
段
落
が
連
続
的
に
語
ら
れ
、
一
つ
の
物
語
を
形
成
す
る
こ
と
だ
と
し
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た
。
こ
の
よ
う
に
、説
経
の
物
語
の
一
部
が
単
独
で
語
ら
れ
る
事
例
は
、『
か
る
か
や
』

の
「
高
野
巻
」
を
め
ぐ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
は
め
込
ま
れ
た
か
の
ご
と
き

入
れ
子
型
の
「
高
野
巻
」
が
、『
弘
法
大
師
空
海
根
本
縁
起
』
と
い
う
独
立
し
た
テ

キ
ス
ト
と
し
て
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
20
）。

こ
の
現
象
を
ふ
ま
え
て
、
与
七
郎
本
、
明
暦
本
に
あ
る
天
王
寺
の
奇
瑞
譚
が
個
人

蔵
本
に
な
い
理
由
を
考
え
る
に
、
天
王
寺
の
部
分
が
、
入
れ
子
型
の
物
語
で
あ
っ
た

と
は
想
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
阪
口
弘
之
氏
よ
り
、「
お
し

や
り
大
師
」
の
奉
公
の
場
面
を
め
ぐ
っ
て
重
要
な
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。
与
七
郎

本
の
本
文
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

▼
お
し
や
り
大
師
へ
の
奉
公

都
は
ひ
ろ
い
と
申
せ
共
、
五
日
十
日
は
は
ご
く
む
か
、
か
さ
ね
て
は
こ
く
む

物
も
な
し
、
い
さ
や
こ
れ
よ
り
、
な
ん
ほ
く
天
わ
う
し
へ
、
ひ
い
て
と
ら
せ
ん

と
て
、
し
ゆ
く
を
く
り
む
ら
お
く
り
し
て
、
な
ん
は
く
天
わ
う
し
へ
ぞ
ひ
い
た

り
け
り
、
あ
ら
い
た
は
し
や
つ
し
わ
う
殿
は
、
い
し
の
と
り
井
に
と
り
つ
い
て
、

ゑ
い
や
つ
と
い
ふ
て
お
た
ち
あ
れ
は
、
御
だ
い
じ

（
マ
マ
）

　

の
御
は
か
ら
い
や
ら
、
又

つ
し
わ
う
殿
の
御
く
わ
は
う
や
ら
、
こ
し
が
た
ゝ
せ
た
ま
ひ
け
る
、

折
ふ
し
、
御
だ
い
し
の
も
り
を
な
さ
る
ゝ
、
お
し
や
り
大
し
の
お
と
を
り
あ

る
が
、
つ
し
わ
う
殿
を
御
ら
ん
じ
て
、
こ
れ
な
る
わ
か
さ
ふ
ら
ひ
は
、
と
ん
せ

い
の
そ
み
か
、
又
ほ
う
こ
う
の
そ
み
か
と
お
と
ひ
あ
る
、
つ
し
わ
う
殿
は
き
こ

し
め
し
、ほ
う
か
う
の
そ
み
と
お
申
あ
る
、お
し
や
り
た
い
し
は
、き
こ
し
め
し
、

そ
れ
か
し
が
内
に
は
、
百
人
の
ち
こ
わ
か
し
ゆ
う
を
お
き
申
、
そ
の
ふ
る
は
か

ま
を
め
さ
れ
て
、
お
ち
や
の
き
う
し
成
共
め
さ
れ
う
か
と
の
御
ち
や
う
也
、
な

か
〳
〵
と
お
申
あ
る
、
お
し
や
り
太
し
に
御
共
あ
り
て
、
ち
こ
た
ち
の
、
ふ
る

は
か
ま
を
め
さ
れ
て
、
あ
な
た
へ
は
こ
ゑ
な
ま
り
の
さ
だ
う
、
こ
な
た
へ
は
こ

ゑ
な
ま
り
の
さ
だ
う
と
、
よ
き
に
ち
や
う
あ
い
せ
ら
れ
て
を
は
し
ま
す
、
こ
れ

は
つ
し
わ
う
殿
の
物
か
た
り
、
さ
て
を
き
申

阪
口
氏
は
、
波
線
部　
　
「
御
だ
い
し
」
は
天
王
寺
境
内
に
あ
る
聖
徳
太
子
を
祀

る
太
子
殿
の
こ
と
、
傍
線
部　
　
「
お
し
や
り
大
し
」
は
、
阿
闍
梨
大
師
の
転
訛
で

は
な
く
「
御
舎
利
大
師
」
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
（
21
）。
こ
の
「
お
し
や
り
大
師
」

は
草
子
本
以
降
、「
阿
闍
梨
」
と
解
釈
さ
れ
て
ゆ
く
が
、
そ
れ
以
前
の
与
七
郎
本
、

明
暦
本
で
は
す
べ
て
「
お
し
や
り
」
と
な
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
別
の
意
味
で
用
い

ら
れ
て
い
る
語
で
あ
る
。
な
ぜ
石
の
鳥
居
の
場
面
で
都
か
ら
一
度
離
れ
て
、
わ
ざ
わ

ざ
天
王
寺
を
舞
台
に
す
る
の
か
も
、
別
の
物
語
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
納

得
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
物
語
る
か
の
ご
と
く
、
本
場
面
の
終
わ
り
傍
線

部　
　

に
は
、
徳
田
氏
が
指
摘
し
た
語
り
の
一
単
位
を
示
す
「
こ
れ
は
―
―
の
御
も

の
か
た
り
、
さ
て
お
き
申
」
と
い
う
語
り
収
め
の
文
句
が
見
え
る
。

阪
口
氏
は
石
の
鳥
居
が
、
永
仁
二
（
一
二
九
四
）
年
に
非
人
救
済
で
知
ら
れ
る
忍

性
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
こ
と
、
忍
性
の
師
、
叡
尊
が
舎
利
出
湧
の
霊
験
譚
で
著
名

な
こ
と
に
ふ
れ
、
律
宗
僧
が
、
こ
れ
ら
の
天
王
寺
の
奇
瑞
の
語
り
の
成
立
に
関
与
し

て
い
た
と
す
る
。
た
し
か
に
、
叡
尊
の
自
伝
『
感
身
学
生
記
』
建
長
三
（
一
二
五
一
）

年
正
月
五
日
条
に
は
、
叡
尊
が
法
談
の
最
中
に
舎
利
を
湧
出
さ
せ
た
と
い
う
記
事
が

載
る
。
叡
尊
の
舎
利
信
仰
は
先
行
研
究
で
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
も

多
く
の
舎
利
湧
出
の
記
事
が
確
認
さ
れ
る
（
22
）。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
叡
尊
、
忍
性
の
周
辺
に
、
天
王
寺
の
奇
瑞
を
語
る
テ
キ
ス

ト
が
存
在
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
叡
尊
を
「
お
し
や
り
大
師
」
と
称
す
る
文
化
環

境
が
あ
っ
た
の
か
等
、検
討
を
要
す
る
。
だ
が
、『
小
栗
判
官
』
の
「
藤
沢
上
人
」
や
、

『
か
る
か
や
』
の
「
法
然
上
人
」
な
ど
の
よ
う
に
、
説
経
に
は
主
人
公
を
援
助
す
る

高
僧
た
ち
の
活
躍
が
ま
ま
み
ら
れ
る
。
天
王
寺
の
場
面
も
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
視
点

で
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
い

き
た
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
個
人
蔵
『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』
の
特
徴
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
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要
点
を
ふ
り
か
え
る
と
、
個
人
蔵
『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』
は
、
初
期
説
経
正
本
と
同
じ
、

三
冊
本
と
い
う
形
態
的
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
は
全
体
を
通
じ
て
明
暦

本
の
本
文
と
同
じ
で
あ
る
が
、
中
巻
、
下
巻
の
一
部
に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
本
文
を
も
つ
。

従
来
知
ら
れ
て
い
た
諸
本
が
す
べ
て
説
経
与
七
郎
の
影
響
下
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ

ば
、
個
人
蔵
本
は
別
系
統
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
貴
重
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
十
分
検
討

で
き
な
か
っ
た
が
、
挿
絵
も
ま
た
、
安
寿
の
拷
問
の
場
面
を
ふ
く
め
て
独
自
の
表
現

を
備
え
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
さ
さ
ら
乞
食
と
呼
ば
れ
、
賤
視
さ
れ
た
芸
能
で
あ
る
説
経
が
、

豪
華
な
絵
入
り
写
本
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
重
要
な
問
題
を
投
げ
か
け
て

い
る
。
周
知
の
通
り
、
舞
曲
を
題
材
と
し
た
絵
巻
、
絵
入
り
写
本
の
多
く
は
、
寛
永

版
舞
の
本
を
粉
本
に
し
て
制
作
さ
れ
て
い
た
（
23
）。
し
か
し
個
人
蔵
本
は
、『
さ
ん

せ
う
大
夫
』
を
「
し
ゆ
つ
せ
物
語
」
と
題
し
、
祝
言
の
要
素
を
加
え
た
、
や
や
主
題

の
異
な
る
物
語
に
つ
く
り
か
え
て
い
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
明
暦
本
に
あ
る
古
説
経

独
特
の
語
法
は
、
個
人
蔵
本
で
別
の
語
に
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
（
24
）。
つ
ま
り
、

す
で
に
手
元
に
あ
る
版
本
を
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、
作
品
を
独
自
の
方
法
で
絵
巻

や
絵
入
り
写
本
に
仕
立
て
て
お
り
、
版
本
を
粉
本
に
し
て
、
大
量
生
産
す
る
方
法
と

は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、
説
経
、
古
浄
瑠
璃
を
題
材
と

し
た
絵
入
り
写
本
や
絵
巻
は
作
例
も
少
な
く
、
か
つ
、
特
注
で
あ
っ
た
の
か
、
豪
華

で
大
部
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
同
様
の
事
例
と
し
て
は
、
豪
華
で
詞
章
も
古
態
を

と
ど
め
て
い
る
岩
佐
又
兵
衛
古
浄
瑠
璃
絵
巻
群
が
想
起
さ
れ
る
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に

言
え
ば
、
説
経
、
古
浄
瑠
璃
の
テ
キ
ス
ト
は
、
正
本
が
上
梓
さ
れ
、
詞
章
が
固
定
さ

れ
る
以
前
に
、
絵
巻
や
絵
入
り
写
本
の
か
た
ち
で
享
受
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

説
経
、
古
浄
瑠
璃
を
題
材
と
し
た
絵
巻
、
絵
入
り
写
本
の
研
究
は
、
隣
接
す
る
芸

能
に
く
ら
べ
、
い
ま
だ
全
体
像
の
把
握
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
口
頭
で
語
ら

れ
、
上
演
さ
れ
た
語
り
物
の
テ
キ
ス
ト
は
、
な
ぜ
文
字
化
さ
れ
、
読
み
物
に
さ
れ
る

必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
ら
は
刊
行
さ
れ
る
正
本
と
比
べ
て
、
ど
の
よ
う

な
時
期
、
方
法
で
制
作
さ
れ
る
の
か
。
人
々
が
ど
の
よ
う
に
作
品
に
親
し
ん
で
い
た

の
か
、
享
受
の
問
題
も
含
め
て
今
後
も
さ
ら
に
追
求
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注（
１
） 

横
山
重
・
信
多
純
一
編
著
『
じ
や
う
る
り　

十
六
段
本
』（
大
学
堂
書
店
、

一
九
八
二
年
）、
信
多
純
一
『
浄
瑠
璃
御
前
物
語
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
八
年
）、
信
多
純
一
「『
む
ら
ま
つ
』
諸
本
成
立
考
」（『
語
文
』
三
八
輯
、

一
九
八
一
年
四
月
）、
林
久
美
子
「
語
り
物
か
ら
操
り
浄
瑠
璃
へ
―
例
え
ば
「
村

松
」の
場
合
」（『
近
世
前
期
浄
瑠
璃
の
基
礎
的
研
究
』和
泉
書
院
、一
九
九
五
年
）、

秋
本
鈴
史
「
た
む
ら
」
解
題
（
信
多
純
一
編
『
赤
木
文
庫
古
浄
瑠
璃
稀
本
集
―

影
印
と
解
題
―
』
一
九
九
五
年
）、
岸
本
優
子
「「
阿
弥
陀
の
本
地
」
小
考
―
物

語
草
子
と
説
経
・
古
浄
瑠
璃
―
」（『
文
学
史
研
究
』
二
十
三
号
、
一
九
八
二
年

十
二
月
）
な
ど
。

（
２
） 

ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
、
最
新
の
論
考
を
あ
げ
て
お
く
。

 

・
能

 

小
林
健
二
「
能
の
絵
画
的
展
開
―
二
つ
の
新
出
資
料
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
中
世

文
学
と
隣
接
諸
学
７
『
中
世
の
芸
能
と
文
芸
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
二
年
）、「
屏

風
絵
に
描
か
れ
た
能
―
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
源
平
合
戦
図
屛
風
」
を
め

ぐ
っ
て
」（『
能
と
狂
言
』
十
一
号
、
二
〇
一
三
年
五
月
）
な
ど
。

 

・
狂
言

 

藤
岡
道
子
「
狂
言
の
絵
画
資
料
の
収
集
―
そ
の
５
―
狂
言
古
図
の
有
力
な
一
群

に
つ
い
て
―
」（『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』
二
十
八
、二
〇
一
二
年
）、「
狂
言

古
図
の
曲
名
不
明
曲
の
考
察
」（『
京
都
聖
母
女
学
院
短
期
大
学
研
究
紀
要
』

四
二
、二
〇
一
三
年
三
月
）、「
絵
画
資
料
に
み
る
江
戸
初
期
の
狂
言
」（『
能
と

狂
言
』
十
一
号
、
二
〇
一
三
年
五
月
）
な
ど
。

 

・
幸
若
舞
曲

 
小
林
健
二
「
幸
若
舞
曲
―
絵
画
的
展
開
」（『
中
世
劇
文
学
の
研
究
―
能
と
幸
若

舞
曲
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）。

 

泉
万
里
「
幸
若
舞
曲
「
八
島
」
と
そ
の
絵
画
」（『
大
和
文
華
』
第
一
一
三
号
、

二
〇
〇
五
年
八
月
）、「
大
織
冠
図
屏
風
の
変
容
」（
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
７
『
中

世
の
芸
能
と
文
芸
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
二
年
）。

（
３
） 

慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所　

斯
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道
文
庫
収
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
等
目
録
初
輯
』（
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究

所
斯
道
文
庫
、
一
九
八
七
年
）
一
七
四
頁
。

（
４
） 
荒
木
繁
「
説
経
の
盛
衰
」（
岩
波
講
座　

歌
舞
伎
・
文
楽
『
浄
瑠
璃
の
誕
生
と

古
浄
瑠
璃
』
第
七
巻
、
一
九
九
八
年
）、
信
多
純
一
「
解
説
」（
新
日
本
古
典
文

学
大
系
『
古
浄
瑠
璃　

説
経
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）。

（
５
） 

諸
本
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
を
参
照
し
た
。

 

佐
野
み
ど
り
「
浄
瑠
璃
さ
ん
せ
う
太
夫
物
の
系
譜
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
第

二
八
号
、
一
九
八
三
年
一
月
）、
中
田
久
美
子
・
信
多
純
一
「
森
鴎
外
『
山
椒

大
夫
』依
拠
本
翻
刻
と
解
説
」（『
神
女
大
国
文
』第
一
二
号
、二
〇
〇
一
年
三
月
）、

 

阪
口
弘
之
「
さ
ん
せ
う
太
夫
」
の
解
説
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
浄
瑠
璃

　

説
経
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）。

（
６
） 

前
掲
注
４
、
荒
木
繁
論
。

（
７
） 

林
真
人
「
明
暦
二
年
刊
『
せ
つ
き
や
う
さ
ん
せ
う
太
夫
』
の
特
徴
―
詞
章
省
略

の
方
法
―
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
六
十
号
、
二
〇
一
一
年
八
月
）。

（
８
） 

岩
崎
雅
彦
「『
安
宅
』
と
浄
瑠
璃
『
凱
旋
八
島
』『
出
世
景
清
』」（『
能
楽
演
出

の
歴
史
的
研
究
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
９
） 

鳥
居
フ
ミ
子
「「
正
氏
出
世
始
」
と
そ
の
特
色
」（『
東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
』

第
七
九
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）

（
10
） 

与
七
郎
本
、
明
暦
本
、
個
人
蔵
本
、
の
三
冊
の
巻
分
け
は
、
中
巻
と
下
巻
の
間

は
三
本
と
も
同
じ
で
あ
る
が
、
上
巻
と
中
巻
の
巻
分
け
は
や
や
異
な
る
。
個
人

蔵
本
の
み
、
初
め
て
姉
弟
が
逃
亡
を
考
え
る
場
面
で
上
巻
が
お
わ
り
、
三
郎
が

立
ち
聞
き
す
る
箇
所
か
ら
中
巻
が
は
じ
ま
る
。
与
七
郎
本
と
明
暦
本
に
く
ら
べ

て
個
人
蔵
本
は
、
や
や
前
の
箇
所
で
中
巻
に
は
い
る
た
め
、
Ａ
の
個
人
蔵
本
の

本
文
は
上
巻
に
含
ま
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

（
11
） 

与
七
郎
本
、
明
暦
本
の
引
用
本
文
は
す
べ
て
『
説
経
正
本
集
』
一
に
よ
っ
た
。

個
人
蔵
本
に
は
私
に
読
点
を
施
し
た
。

（
12
） 

同
じ
よ
う
に
、
家
の
再
興
を
テ
ー
マ
に
し
た
舞
曲
『
信
田
』
に
も
、「
玉
造
の

系
図
の
巻
物
」
が
登
場
す
る
。『
信
田
』
に
限
ら
ず
古
浄
瑠
璃
に
お
い
て
、
系

図
の
伝
来
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
お
家
騒
動
物
は
数
多
く
作
ら
れ
て
い
る
。『
さ

ん
せ
う
太
夫
』
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
同
時
代
の
家
の
再
興
を
出
世
の
話
と
し

て
め
で
る
文
化
状
況
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、『
信
田
』
の

系
図
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、次
の
論
考
が
あ
る
。
荒
木
繁「
幸
若
舞
曲「
信

田
」
論
」（『
語
り
物
と
近
世
の
劇
文
学
』
桜
楓
社
、
一
九
九
三
年
）、
劉
慶
「
御

家
騒
動
物
と
し
て
の
『
信
田
』」（『
文
学
史
研
究
』
四
十
一
号
、
二
〇
〇
〇
年

十
二
月
）。

（
13
） 

服
部
幸
造
「
幸
若
舞
曲
の
こ
と
ば
（
一
）
―
徒
然
さ
の
あ
ま
り
に
―
」（『
語
り

物
文
学
叢
説
―
聞
く
語
り
・
読
む
語
り
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
14
） 「
姥
は
ま
た
た
く
み
け
る
「
そ
れ
夫
と
申
す
は
、
泣
き
顔
に
飽
く
と
き
く
。
泣

か
せ
ん
」
と
思
ひ
、
く
ろ
が
ね
の
針
を
こ
し
ら
へ
て
、
照
手
の
姫
の
腰
の
あ
た

り
を
、
ひ
た
さ
し
に
こ
そ
刺
さ
れ
け
る
。
い
た
は
し
や
な
照
手
の
姫
は
、
こ
こ

や
か
し
こ
を
刺
さ
れ
て
、
涙
の
淵
に
ぞ
お
沈
み
あ
る
」（『
説
経
正
本
集
』
二
、

本
文
に
は
私
意
に
よ
り
漢
字
を
あ
て
た
）。

（
15
） 

た
だ
し
個
人
蔵
本
は
、
諸
本
の
中
で
孤
立
し
た
も
の
で
は
な
い
。
独
自
本
文
の

う
ち
Ｅ
Ｆ
は
、
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
刊
行
の
佐
渡
七
太
夫
豊
孝
正
本
に
、

Ｅ「
わ
つ
は
一
人
つ
か
い
か
ね
。
女
を
山
へ
の
ほ
す
る
と
。
せ
け
ん
の
と
な
へ
も
、

い
か
ゝ
也
」、Ｆ「
さ
け
も
さ
か
つ
き
も
あ
ら
は
こ
そ
。
雪
水
を
酒
と
な
つ
け
」と
、

類
似
表
現
が
確
認
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
佐
渡
七
太
夫
豊
孝
正
本
と
前
の
時
代

の
テ
キ
ス
ト
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
言
及
で
き
な
い
が
、
個

人
蔵
本
が
佐
渡
七
太
夫
豊
孝
正
本
に
先
立
つ
テ
キ
ス
ト
で
あ
ろ
う
。

（
16
） 

宗
政
五
十
緒
「
明
暦
京
都
歌
舞
伎
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
五
十
一
巻
第
十
号

一
九
七
四
年
十
月
）、「
近
世
後
期
の
北
野
天
満
宮
境
内
に
お
け
る
芸
能
と
そ
の

興
行
」（『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
十
四
号
、一
九
七
五
年
十
月
）、「
江

戸
時
代
中
期
の
北
野
天
満
宮
目
代
日
記
に
見
え
た
る
芸
能
興
行
史
料
」（『
芸
能

史
研
究
』
五
十
八
号
、
一
九
七
七
年
七
月
）、「
享
保
十
四
年
の
北
野
天
満
宮
境

内
に
お
け
る
芸
能
興
行
」（『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
一
五
号
、一
九
七
九
年
十
月
）。

（
17
） 

徳
田
和
夫
「
北
野
社
頭
の
芸
能
―
中
世
後
期
・
近
世
初
期
」（『
芸
能
文
化
史
』

四
号
、
一
九
八
一
年
十
二
月
）、「
説
経
説
き
と
初
期
説
経
節
の
構
造
」（『
国
文

学
研
究
資
料
館
紀
要
』
二
号
、
一
九
七
六
年
三
月
）、「
室
町
期
の
参
詣
風
景
―

特
に
北
野
社
を
め
ぐ
っ
て
（
報
告
資
料
稿
）」（『
巡
礼
記
研
究
』
四
号
、

二
〇
〇
七
年
九
月
）。

（
18
） 『
説
経
正
本
集
』
二
の
本
書
解
題
に
、「
こ
の
奈
良
絵
本
に
は
、
低
級
な
口
語
や

諺
語
な
ど
が
多
く
つ
か
つ
て
あ
り
、
そ
の
言
葉
の
い
ひ
ま
は
し
や
、
又
は
、
比

喩
の
あ
げ
や
う
な
ど
は
、
む
し
ろ
、
古
い
説
経
に
近
い
と
い
へ
る
。（
中
略
）
又
、

舊
版
校
了
の
直
後
に
見
る
こ
と
の
で
き
た
、
古
活
字
版
丹
緑
本
の
「
を
く
り
」

の
零
本
や
、
戦
後
に
な
つ
て
拝
見
し
た
、
御
物
絵
巻
の
「
を
く
り
」
と
も
、
連

関
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。」
と
あ
る
。
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（
19
） 

徳
田
和
夫
「
説
経
説
き
と
初
期
説
教
経
節
の
構
造
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀

要
』
二
号
、
一
九
七
六
年
三
月
）。

（
20
） 
阪
口
弘
之
「
高
野
の
伝
承
二
題
―
「
弘
法
大
師
御
伝
記
」「
鶯
の
弥
陀
の
事
」
―
」

（『
人
文
研
究
』
第
四
四
巻
第
一
三
分
冊
、一
九
九
二
年
一
二
月
）、小
林
健
二
「
語

り
物
の
展
開
（
２
）
―
説
経
「
苅
萱
」
と
「
高
野
の
巻
」」（『
講
座
日
本
の
伝

承
文
学
』
第
三
巻
、
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
五
年
）、
武
田
和
昭
「『
弘
法
大
師

空
海
根
本
縁
起
』
に
つ
い
て
〜
四
国
八
十
八
ヶ
所
辺
（
遍
）
路
の
成
立
を
め
ぐ
っ

て
〜
」（『
調
査
研
究
報
告
（
香
川
県
立
歴
史
博
物
館
）』
第
三
号
、
二
〇
〇
七

年
五
月
）。

（
21
） 

新
日
本
古
典
文
学
大
系
脚
注
、
お
よ
び
、「『
し
ん
と
く
丸
』
の
成
立
基
盤
」（『
説

話
論
集
』
十
五
、二
〇
〇
六
年
）。

（
22
） 

中
尾
堯
「
叡
尊
に
み
る
生
身
仏
の
信
仰
」（『
中
世
の
勧
進
聖
と
舎
利
信
仰
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
23
） 

前
掲
注
２
、
小
林
健
二
論
。

（
24
） 

伊
東
龍
平
「
さ
き
を
い
つ
く
と
お
と
い
あ
る
―
説
経
正
本
に
お
け
る
常
套
句
に

つ
い
て
―
」（『
国
語
国
文
』
一
九
六
九
年
七
月
）
に
よ
れ
ば
、
古
来
の
日
本
の

文
芸
が
用
い
て
き
た
「
給
ふ
」
は
、
初
期
説
経
に
お
い
て
「
お
―
あ
る
」
と
い

う
独
特
の
敬
語
法
で
現
れ
る
。
明
暦
本
と
個
人
蔵
本
と
が
重
な
っ
て
い
る
範
囲

（
上
巻
と
、
天
王
寺
の
場
面
を
除
い
た
下
巻
）
に
限
定
し
て
、
明
暦
本
に
み
え

る
「
お
―
あ
る
」
が
個
人
蔵
本
で
は
ど
の
程
度
他
の
表
現
に
言
い
換
え
ら
れ
て

い
る
か
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
明
暦
本
の
六
十
三
箇
所
に
あ
っ
た
「
お
―
あ
る
」

の
う
ち
、
四
十
一
箇
所
が
、
個
人
蔵
本
で
は
「
給
ふ
」
や
、
他
の
表
現
に
な
っ

て
い
た
。
こ
の
統
計
は
一
つ
の
目
安
で
し
か
な
い
が
、
絵
入
り
写
本
で
あ
る
個

人
蔵
本
が
説
経
独
特
の
敬
語
表
現
を
好
ま
ず
、
本
来
の
敬
語
に
改
め
た
の
で
は

な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

【
付
記
】
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
に
際
し
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
慶
應
義
塾
大
学

附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。
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One Aspect of the Production of Picture  

Scrolls and Picture Books Based on  

Sekkyō and Early Jōruri Puppet Plays: 
Concerning a Copy of Shusse monogatari (Sanshō Dayū) 

in a Private Collection

KUME Shiori
SOKENDAI (The Graduate University for Advanced Studies),

School of Cultural and Social Studies,

Department of Japanese Literature

Sekkyō and early jōruri are types of oral storytelling that flourished at the end of the middle ages and the 

beginning of the early modern period in Japan, before the time of Chikamatsu Monzaemon. Textual research on 

sekkyō and early jōruri has focused on half-ream-size (hanshibon) early moveable-type editions (kokatsujiban), 

that is, on printed chapbooks. However, sekkyō and early jōruri libretti also survive in the form of hand-written 

picture scrolls and picture books with many illustrations. I believe these represent a valuable body of material 

on par with printed chanter’s proofs (shōhon) which hold many possibilities such as the reconstruction of 

chanter’s proofs that are no longer extant. Nevertheless, intensive research on these manuscript sources lags 

far behind that on contemporary performing arts like the noh and kyōgen theatres and kōwaka ballads. In this 

paper I discuss the particularities of a copy of Shusse monogatari in a private collection, as an example of the 

importance of picture books and scrolls of sekkyō and early jōruri.

Key words: sekkyō, early jōruri, picture scrolls, picture books, Nara picture books, Sanshō Dayū


